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市議会議長 前田 光教 謹賀

　　

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、
清
々
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、平
素
は
、議
会
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
海
外
で
は
、
パ
リ
の
同
時
多

発
テ
ロ
な
ど
、
各
地
で
過
激
派
組
織
に
よ
る
爆
破
事
件
な
ど
が
相

次
ぎ
、
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
ま
し
た
。
一
方
、
世
界
最
大
の
自
由

貿
易
圏
誕
生
に
向
け
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
で
合
意
。
日
本
を
含
む
ア

ジ
ア
太
平
洋
の
12
か
国
が
新
た
な
枠
組
み
へ
踏
み
出
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
第
３
次
安
倍
改
造
内
閣
が
発
足
。
新
た
な
「
三
本

の
矢
」
を
掲
げ
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
目
指
す
姿
勢
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
、
安
全
保
障

関
連
法
案
が
可
決
成
立
し
た
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
用

が
、
い
よ
い
よ
今
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

一
方
、
北
関
東
や
東
北
で
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
が
相
次
い
だ
ほ
か
、
日
本
列
島
各
地
で
火
山
の
噴
火
が
続
発
し
、

自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

う
れ
し
い
出
来
事
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
大
村

智
氏
、
物
理
学
賞
を
梶
田
隆
章
氏
が
、
日
本
人
と
し
て
２
年
連
続

で
受
賞
。
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
の
日
本
代
表
の
大
健
闘
も
光
り
ま
し

た
。

　

小
野
市
で
は
、「
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
一
般
病
床
が
、

昨
年
２
月
に
フ
ル
オ
ー
プ
ン
。

　

３
月
に
は
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
、
加
古
川
の
「
広
島
・
室
山

地
区
築
堤
」
が
完
成
し
、
小
野
市
域
の
無
堤
地
区
が
解
消
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
８
月
に
は
、「
新
粟
田
橋
」
も
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
市
民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
小
野
警
察
署
」
が
11
月

に
開
署
。
隣
接
し
て
「
小
野
市
安
全
安
心
セ
ン
タ
ー
」
も
開
設
さ

れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
拠
点
で
あ
る
市
役
所
の
新
庁

舎
建
設
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
が
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
「
地
方
創
生
」

を
推
進
す
る
中
、
小
野
市
に
お
い
て
も
未
来
を
見
据
え
た
「
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
、
市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
重
点
を
置
い
た
様
々
な
施
策
が
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
議
会
は
、昨
年
５
月
の
改
選
に
よ
り
、新
た
な
体
制
が
ス
タ
ー

ト
。
議
員
16
人
中
、
過
去
最
多
と
な
る
４
人
の
女
性
議
員
が
誕
生

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
持
と
負
託
を
賜
り
ま

し
た
私
た
ち
は
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
な
が
ら
、
議
員

活
動
・
議
会
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
現
場
を
見
て
、
現
物
に
触
れ
な
が
ら
、
市
政
の
現

状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
研
修
会
を
開
催
し
、
議
員

の
資
質
と
議
会
の
監
視
機
能
の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
本
会
議
で
の
質
問
や
答
弁
の
様
子
を
、
多
く
の

皆
様
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
託
児
コ
ー
ナ
ー
や
休
憩
室
を

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
議
会
中
継
を
新
た

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
議
会
自
ら
の

改
革
を
進
め
な
が
ら
「
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
を
推
進
し
、
小
野
市

の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
議
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
明
る
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
議
会
の
推
進
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
の
門
出
を
皆
様
お
揃
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、こ
れ
ま
で
以
上
に
〝
全
国
〞
へ
「
元

気
な
小
野
市
」
を
発
信
で
き
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
小

野
中
学
校
女
子
陸
上
部
が
８
月
の
全
国
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
４×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
に
お
い
て
、
見
事
「
全
国
優
勝
」
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
国
の
「
地
方
創
生
」
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、
総
務

省
が
主
催
す
る
「
全
国
移
住
ナ
ビ
」
の
ア
ク
セ
ス
数
等
を
競
う
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
全
国
約
１
，
７
０
０
も
の
登
録
自
治
体
中
、

小
野
市
が
第
２
位
と
な
り
、
10
月
に
高
市
総
務
大
臣
か
ら
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
喜
ば
し
い
出
来
事
が
偶
然
に

も
続
い
た
こ
と
で
、
多
少
な
り
と
も
小
野
市
の
知
名
度
向
上
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

一
方
で
、
市
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
市
民
の
長
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
「
小
野
警
察
署
」
が
11
月
に
開
署
し
ま
し
た
。
こ
の
「
小

野
警
察
署
」
が
立
地
す
る
エ
リ
ア
は
、
小
野
市
が
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー

ン
と
し
て
位
置
づ
け
、「
図
書
館
」
や
「
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
」

を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
の
小
野
市
に
は
な
か
っ
た
都
市
機
能
の
一

部
で
あ
る
「
ホ
テ
ル
」、「
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」
な
ど
を
集
積
さ
せ
、

将
来
の
小
野
市
発
展
の
礎
と
な
る
エ
リ
ア
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
小
野
警
察
署
」
東
隣
に
建
設
中
の
「
小
野
市
安
全
安

心
セ
ン
タ
ー
」
も
今
月
中
に
完
成
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

新
設
に
よ
り
、
小
野
市
に
お
け
る
安
全
安
心
の
た
め
の
３
つ
の
拠

点
が
よ
う
や
く
整
い
ま
し
た
。
１
つ
は
防
災
の
拠
点
と
な
る
「
防

災
セ
ン
タ
ー
」。
２
つ
に
地
域
医
療
の
拠
点
で
あ
る
「
北
播
磨
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
」。
そ
し
て
、
３
つ
に
は
防
犯
対
策
の
拠
点
で

あ
る
「
小
野
警
察
署
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
都
市
基
盤
が
三
位

一
体
と
な
り
、
更
な
る
〝
安
全
安
心
の
ま
ち
〞
を
実
現
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
は
、
国
道
１
７
５
号
や
県
道
三

木
宍
粟
線
と
い
う
幹
線
道
路
が
走
り
、
交
通
の
利
便
性
が
非
常
に

高
い
立
地
条
件
に
あ
り
ま
す
。
今
年
８
月
に
は
「
新
粟
田
橋
」
も

完
成
し
、
ア
ク
セ
ス
が
回
復
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
庁
舎
も
平

成
32
年
４
月
か
ら
の
業
務
開
始
を
目
指
し
、
こ
の
エ
リ
ア
に
移
転

新
築
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
道
１
７
５
号
か
ら
「
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」

前
を
通
り
、
小
野
工
業
団
地
を
結
ぶ
「
新
都
市
中
央
線
」
も
平
成

28
年
度
末
に
供
用
開
始
予
定
で
あ
り
、
こ
の
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
と
と
も
に
、
兵
庫
県
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
で
、

「
医
療
・
福
祉
・
健
康
」
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
「
小
野
長
寿
の

郷
構
想
」
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
「
地
方
創
生
」
も
実
行
段
階
に
入
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
客
観
的
に
見
れ
ば
、
よ
う
や
く
小
野
市
も
他
の

都
市
並
み
に
都
市
基
盤
が
整
い
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

〝
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
〞
に
立
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
が

『
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
の

始
ま
り
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
減
少
・
超
少
子
高
齢
社
会
の
一
層
の
進
展
に
伴
い
、

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
必
要
な
の
は
、「
人
口
を
減
ら
さ
な

い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
で
は
な
く
、『
人
口
が
減
っ
て
も
そ
こ
に

住
む
方
々
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る
』
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
縮
小
し
て
い
く
自
治
体
を
支
え
る
も
の

は
、
前
向
き
に
〝
我
が
ま
ち
〞
を
つ
く
り
変
え
よ
う
と
さ
れ
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
「
発
想
」
と
「
熱
意
」
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
真
の
正
念
場
に
際
し
、『
行
政
も
経
営
』
と

の
一
貫
し
た
基
本
理
念
と
、「
行
政
経
営
戦
略
４
つ
の
柱
」
を
基

軸
に
、
自
ら
も
〝
年
中
夢
求
〞
の
気
概
を
持
っ
て
『
新
た
な
価
値

観
の
創
造
と
変
革
』
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新年のごあいさつ

新
た
な
価
値
観
の
創
造
と
変
革

〝
年
中
夢
求
〞
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　県内29市で、唯一警察署がなかった小野市に
警察署が開署しました。同署は、うるおい交流館
エクラ北側に位置し、鉄筋5階建て、延床面積は
約2,300平方㍍で署員数は約80人規模。県内で
40年ぶりの警察署新設となりました。署内には、
機動鑑識隊の北播方面班が置かれ、県内5か所目
となる女性専用の留置場があります。
　また、警察署の東隣には、安全安心の拠点施設
「小野市安全安心センター」も今年1月12日に
オープン。交通や防犯に関する業務を集約し、小
野警察署とさらなる連携を図っていきます。

中学・高校生が陸上競技で活躍

●全日本中学校陸上競技選手権大会（8月）で、小野中
学校が女子4×100㍍リレーで優勝。
●国民体育大会（10月）で、田中希実さん（西脇工高1
年・小野南中出身）が陸上少年女子B・1500㍍で優勝。
●ジュニアオリンピック陸上競技大会（10月）で、小
野中学校1年の西尾晃太さん、松永朋子さんが100
㍍でともに優勝。

「全国移住ナビ」で総務大臣表彰

市役所庁舎を
移転・新築へ

　昭和39年に建設し、築50年以上
が経過した市庁舎を大池総合公園
やうるおい交流館エクラなどが集
まる「シビックゾーン」に移転・新
築することを決定しました。市制
65周年となる平成31年度中の完成
を目指します。
　新庁舎は地上7階建てを想定。総
事業費は約50億円を見込んでいま
す。

都市機能を高め、さらなる発展を

　「地方創生」の一環で国が開設した地
方移住を呼びかけるウェブサイト「全国
移住ナビ」上のコンテストで、市のペー
ジが約1,700の自治体中、第2位となり、
総務大臣表彰を受賞。また、地方創生に
向け、「市人口ビジョン」と今後5年間の

基本目標などを示す「市総合戦略」も策定しました。

「住むなら！やっぱりおの」を全国に発信

さまざまな種目で全国優勝

市民待望の小野警察署が開署

小野市　   大ニュース

「小野市安全安心センター」も完成

昨年も様々な出来事がありました。皆さんの10大ニュースは何でしたか？

特集

※イメージ図

42016.1

加古川「広島・室山築堤」
10年の歳月をかけ完成

　加古川左岸「広島・室山地区」
の築堤事業が3月に完了。堤防の
ない無堤地区が解消され、安全性
が向上。住宅の建設や事業所が進
出するなど、地域のにぎわいや雇
用の創出につながっています。

県内初・完全教科担任制の
小中一貫教育はじまる

　10年にわたる小中連
携教育を経て、4月か
ら河合小学校6年生が
河合中学校舎で学ぶ
「5・4制」の小中一貫
教育が始まりました。

「不法投棄を許さない都市
宣言」を発表

　9月市議会定例会で、不法投棄を未然に防止するため
の対策を定めた「小野市不法投棄防止条例」が可決され
たことを受け、市と市議会の連名で「不法投棄を許さな
い都市宣言」を行いました。宣言では、土地所有者、地
域住民、行政が一丸となって不法投棄の未然防止対策
に取り組んでいくことをうたっています。

「エイジ・ルネサンス・
　　　プロジェクト」始動

　人口減少・超少子高齢社会を迎える中、元気な高齢
者の活動を支援するプロジェクトが始動。第1弾として、
シニア世代自らが行う地域課題の解決や地域活性化な
どへの取り組みに対して市が支援をする「シニアサポー
トモデル事業」がスタートしました。

高齢者の活躍と生涯青春を目指して

番外編

●北播磨総合医療センターの一般病床440床を計画を前倒ししてフルオープン（2月）。増える入院患者に対応。
●白雲谷温泉ゆぴかの入浴者が400万人を突破（2月）。また、更衣ロッカーなどを一新してリニューアルオープン（10月）。
●小野市議会の女性議員数が過去最高の4人に。

こんなことも
ありました

新たな情報
発信スタート

　4月に市の公式フェイスブックを
開設。また、7月からスマホやタブ
レットで広報紙が読めるアプリ
「ｉ広報紙」で広報おのを配信。さ
まざまなツールを活用した情報発
信が始まりました。

市消防本部発足
50周年

　昭和40年に発足した市消防本部
が50周年を迎えました。
　火災の予防活動に取り組んでき
た結果、平成27年の火災件数は14
件（12月15
日時点）で、
最少件数（18
件・平成25
年）を下回っ
ています。

▲フェイスブックはこちら ▲ｉ広報紙はこちら



チャイちゃん・コムくん

今年は2016年。
市役所にある大き
なソロバンの数字
も「2016」になっ
ているよ！

あお駅にある「あ
お陶遊館アルテ」
でコップやお皿が
作れるよ！

「おの検定」に合
格できるまですす
めないよ！
下にすすもう。

小野市に「けいさつ
しょ」が新しくできた
よ。80人くらいのお
まわりさんがいるん
だって！

浄土寺にある国宝
「あみださんぞん
りゅうぞう」の大
きさはなんと5m
もあるよ！

児童館チャイコ
ムのマスコット
キャラクターの
名前、知ってた
かな？

合格！
おめでとう！

読んでみよう！
「遠 足」

読んでみよう！
「元 気」

読んでみよう！
「大 切」

計算しよう！
3+6-2＝

計算しよう！
48+31＝

計算しよう！
78-27＝

しゅっぱ～つ！

ワープ!

小野市のご当地グ
ルメ「おの恋ホルモ
ン焼きそば」を食べ
てパワー全開！
トップの人のマス
へ移動！

合格のマスに止まったらワープできるよ！

「小野まつり」の
打ち上げ花火は
5000発も上がっ
ているよ！

大きいね！

小野市をすごろくでしょうかいしています。　　　

●あそびかた●
①サイコロとコマをよういしよう
②じゅんばんをきめよう
③サイコロをふって、でたかずだ
けすすもう
④マスにかいてあることを読みな
がら、ゴールをめざそう

スタート
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とう  ゆう かん

じょうど    じ

「ゴホン、ゴホン」。かぜをひ
いたみたい。新しくできた
病院「きたはりまそうごうい
りょうセンター」で、お医者
さんにみてもらおう。

毎年12月に「小野ハー
フマラソン」の大会が開
かれているよ。
マラソンを走ってつか
れちゃった…

小野市を走る「らん
♡らんバス」。小学
生やお年よりは無
料で乗れるよ！

あったか～い「白雲谷温泉
ゆぴか」に行ったことがあ
る人→

まだ行ったことのない人
は、温泉に入ってゆっくり
しよう→

「ひまわり」は小
野市の花。「ひま
わりの丘公園」
の名前にも使わ
れているね。

小野市ぼうさいセンターで、ぼ
うさいについて勉強できるよ！
ひなんするときの約束「お・
は・し・も」をおぼえてから、
すすもう！

小野市で作られ
ているソロバン
の数は7万丁。な
んと日本一！

みんなストップ!!みんなストップ!!みんなストップ!!

「お」さない
「は」しらない
「し」ゃべらない
「も」どらない

小野市のたんじょ
う日は、昭和29年
12月1日。61才に
なったよ。

1回やすみ

3マスすすむ

1マスすすむ

1回やすみ

1回やすみ

神戸電鉄に乗って
おでかけしよう♪

5マスすすむ

おぼえよう

電車でねすご
しちゃった！

5マスもどる

お友だちやかぞくと一緒にあそんでみてください。

ゴール
　小野市のこと、少しわかったか
な？　ぜひ、おともだちにもおしえ
てあげてね！
　図書館にも「おのふるさとすごろ
く」があるよ！　ためしてみてね。
　　　　　  （くわしくは22ページ）

はく うん  だに おん  せん
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　新成人の取り組み（SAIKOプロジェクト）
　今年度の実行委員会では、生まれ育った小野市の
良さを語り合ったことで、市への貢献がしたい、そし
て、それを新成人全員で取り組みたいと考えました。

●「再交」プロジェクト：過去を振り返る取り組み
　母校の中学校で清掃活動を行いました。懐かしい
校舎や校庭が思い出をよみがえらせてくれました。

●「最幸」プロジェクト：現在を見つめる取り組み
　一緒に学んできた仲間が集い、今の状況や夢を語
り合う式典を企画しています。

●「彩光」プロジェクト：未来に向けた取り組み

①タオルを会場に持参してください。未使用のタオ
　ルを集めて、未来の小野市を担う子どもたちに役
　立ててもらえるように保育所や幼稚園に贈ります。
②式典中、会場の新成人にインタビューをします。
　未来に向けた思いを語り合います。

■問い合わせ先
　成人式実行委員会事務局（いきいき社会創造課内）
　☎63-2445

あなたの「さいこう」なんですか？
再交・最幸・彩光

2016成人式

Title. プログラム

と　き　１月11日（祝）10：00～
　　　　（受付時間9：00～9：40）

ところ　市民会館大ホール

○オープニング

○セレモニー（インタビューなど）

○エンディング

○記念写真撮影　※小学校区ごと　 

○恩師を囲む同窓のつどい　※中学校区ごと

新成人の皆さんへ

※服装は自由です。

切り株の除去をする実行委員会メンバー
（9月19日、旭丘中学校で）

82016.1

　に興味があるかを記入のうえ、持参か
　ファクス、郵送で申し込みください。
※はがきでの応募も可能です。
※応募は1人1枚
●チラシの配布場所　エイジ・ルネサン
　ス・プロジェクト室窓口（福祉総合支援
　センター内)または、同プロジェクト室
　ホームページからダウンロード。
●申し込み・問い合わせ先
　〒675-1380
　小野市王子町806番地の1
　エイジ・ルネサンス・プロジェクト室
　（☎63-1060・　　64-2735）

今
、シ
ニ
ア
世
代
の

パ
ワ
ー
に 

　 

目
。

注

あ
な
た
の
活
動
が
自
身
の
若
さ
を
保
ち
、

社
会
を
豊
か
に
す
る

若
返
っ
て
い
る
シ
ニ
ア
世
代

　
シ
ニ
ア
世
代
の
体
力
は
年
々
若
返
っ
て
い
る
と
科
学
的

に
も
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
説
に
よ
る
と
、
10
年
前
に

比
べ
、
10
歳
程
度
若
返
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
。
老

化
は
個
人
差
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
65
歳
で

「
高
齢
者
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
の
65
歳
は
、
10
年
前
の
55
歳
。
ま
だ
ま
だ
現
役
世

代
の
体
力
で
す
。

社
会
参
加
が
若
さ
の
カ
ギ

　
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
、
人
と
の
交
流
を

活
発
に
行
っ
て
い
る
人
は
、
要
介
護
状
態
や
認
知
症
に
な

り
に
く
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
シ
ニ
ア
世
代
へ
の
期
待

　
現
在
、
日
本
の
人
口
は
年
々
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
国

は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
女
性
や
シ

ニ
ア
世
代
の
活
躍
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
長
年
培
っ
た
知

識
や
技
能
を
持
つ
元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
の
力
を
、
地
域
社

会
に
生
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「シニア世代の未来開発セミナー」のご案内
　ボランティア活動や仕事など新たな活
動の場を探している方が集まる場所で、
一緒にセカンドライフを考え、仲間づく
りをしませんか?　活動と健康維持の関係
について最新の情報が学べます。

●日時　３月６日（日）13：00～16：00
●場所　うるおい交流館エクラ　大会議室
●対象　おおむね60歳以上の市民
●料金　無料
●内容　講演・グループワーク「これか 
　らの社会におけるシニア世代活躍の可
　能性」
●講師　木村清一さん（東京大学　高齢
　社会総合研究機構　学術支援専門職員）
●募集人数　80人　(※先着順)
●申し込み期限　1月29日（金）
●応募方法　チラシに住所・氏名・年齢・電
　話番号、ボランティア活動・仕事どちら

木
村
清
一
さ
ん



11 2016.1

な
ん

でも解説

おのを
深読み

人事行政（給与と職員数）の運営状況

・・

93億円の
削減効果

（年度）

（人） （百万円）

（年度）0

250

300

350

400

2725201511

359

296

380

0

3000

3200

3400

3600

3800

2625201511

3,655

16年間で117人（30.8％）削減！（消防・病院を除く）

（平成27年4月時点）

人員削減により少数精鋭での業務遂行 ピーク時の13年度から7.3億円減！

（各年度普通会計決算）

◎詳しくは、ホームページ（http://www.city.ono.hyogo.jp/p/1/8/14/2/）

職員数の削減
  56.0億円

人事制度改革による削減効果

全職員数の推移 人件費の推移（各年度4月時点）

部門別職員数の状況 職員の平均年齢・給料月額

特別職の報酬などの状況

(平成11～26年度）

267
7.3億円

（各年度4月時点）

（平成27年5月時点）

少
数
精
鋭
で

総
人
件
費
を
削
減

　
「
行
政
も
経
営
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も

と
、
職
員
数
の
削
減
や
成
果
と
報
酬
が
連

動
す
る
給
与
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

少
数
精
鋭
で
業
務
を
行
い
、
総
人
件
費
を

削
減
し
て
い
ま
す
。

　
人
事
行
政
改
革
の
成
果
と
し
て
、
平
成

11
年
度
か
ら
16
年
間
で
職
員
削
減
数
は
１

１
７
人
と
な
り
、
総
人
件
費
の
削
減
効
果

額
も
93
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

263

2,923

1

2 3

特殊勤務
手当の見直し
  3.0億円

地域手当の
廃止

16.6億円

その他給与の
見直し
  3.2億円

職員互助会へ
の補助金廃止
    1.8億円

時間外勤務の
削減

12.4億円

4 5

6

  　　    

  

一般行政部門 181 184 △3 246 △65

 教　育 43 46 △3 77 △34

 消　防 65 64 1 60 5

 小　計 108 110 △2 137 △29

 病　院 8 9 △1 186 △178

 水　道 13 12 1 20 △7

 下水道 4 4 0 21 △17

 その他 22 21 1 16 6

 小　計 47 46 1 243 △196

　　  合　計 336 340 △4 626 △290

消防・病院除く計 263 267 △4 380 △117

職 員 数
区　分

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
部
門
な
ど

対前年
職員数

対11年
職員数H27年 H26年 H11年

職員数 

   

市　長 980,000円 1人

副市長 794,000円 2人

教育長 695,000円 1人

 　 

議　長 528,000円 1人

副議長 449,000円 1人

議　員 409,000円 14人

※「給料」は、通勤手当、時間外勤務手当などを除く。
※「教育職」は、小・中学校勤務の教諭を除く。

区　分
小野市 兵庫県

（H26.4.1 時点）
国

事  務  職

技能労務職

消  防  職

教  育  職 

329,301円

342,114円

315,312円

425,750円

41.9歳

50.6歳

38.7歳

49.5歳

334,283円

289,141円

43.5歳

50.2歳

338,000円

330,000円

44.3歳

52.7歳

給料月額 年齢 給料月額 年齢 給料月額 年齢

給　料 人 数 区  分 報　酬 人  数区 　分

※病院統合分を除く

※消防・病院を除く
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「おの恋プレミアム商品券」の使用期限は1月31日まで

地域包括支援センターの取り組み

河合地区で
高齢者外出見守り模擬訓練

　昨年11月22日に河合地区で、市内で初めて高齢
者外出見守り模擬訓練を行い、警察や在宅介護支援
センター、地域住民ら88人が参加しました。これ
は、認知症の症状で徘徊しているかもしれない高齢
者に、声掛けできる習慣を身につけ、保護すること
を目的に実施したものです。来年度以降、他の地域
でも取り組む予定です。

●みんなで見守ることが大切で、１人では声掛けできない
が、グループだったのでしやすかった。よい経験ができた。

●徘徊について、これまでよりも強く意識することができ
ると思う。

●今後、勇気を出して声掛けや、あいさつをしたい。

●地域でもっと深めていかなければならないと思った。など

参加者の
声

小学生が学ぶ
認知症キッズサポーター養成講座

　昨年8月からご使用いただいている「おの恋プレミアム商品券」の使用期限は、1月31日（日）までとなって

いますので、お早めにご使用ください。また、取扱店の皆さんは、商品券を2月29日（月）までに換金申請し

ていただく必要があります。 　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 小野商工会議所（☎63-1161）

■商品券の使用について

【使用期限】1月31日（日）

※期限後は、いかなる場合も使用できません。

※使用されなかった商品券の換金・返金はできません。

■取扱店の換金について

【換金期限】2月29日（月）

※期限後は、いかなる場合も換金できません。

【換金場所】小野商工会議所

【受付時間】平日の9時～16時

　小学生が認知症の高齢者への接し方を考える「認
知症キッズサポーター養成講座」を、河合小学校
（10/26）、市場小学校（12/8）＝写真、小野東小学
校（12/18）の4年生を対象に実施し、230人が認
知症キッズサポーターになりました。
　この講座で、地域の高齢者や認知症の人への関わ
り方を考えるきっかけになればと期待しています。

参加者の
声

●認知症は脳の病気だということがわかった。特別な病気
じゃないね。

●声をかける時は、驚かさず前から話かけようと思う。

●おじいちゃん・おばあちゃんを助けてあげるために学ぶ
ことができた。など

問
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お気軽にご相談ください。 相談日が祝日や年始と重なるときは、休ませていただく場合があります。

相 談 名 相 談 日 時 相 談 場 所 相 談 内 容 担当課（電話番号）

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

市民サービス課相談室
生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

コミセンおの302号室

コミセンおの205号室

生活環境グループ

人権に関すること

商品や契約の苦情に関する問題

介護・認知症に関する相談など

うるおい交流館エクラ
事務室

北播磨総合医療センター
地域医療連携室 相談室

生活上の問題

福祉事務所相談室

福祉事務所相談室
（障がい者虐待防止センター）

生活上の悩みなどの母子・父子
家庭の自立に向けた相談

女性看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター） 乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

保健センター

福祉総合支援センター
研修室 日々の暮らしの悩み・心配ごと

福祉総合支援センター 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

障がい者の虐待など

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

①福祉総合支援センター
②福祉事務所相談室

福祉総合支援センター

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

いじめ・人権グループ
63-1243

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

社会福祉協議会
63-2575

社会福祉課
63-1011 FAX63-1204
（夜間休日）

63-1000 FAX63-1196

63-1000（内線840・841）

子育て支援課
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

健康課
63-3977

来住保育所
62-8428

男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ・人権グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

法　　律
市民・行政

要予約

人　　権

消費生活

高齢者総合相談

心配ごと相談

障がい者総合相談

虐待通報・
相談窓口

精神障がい者

児　　童

子育て電話相談

にこにこ
子育て相談
子育て

安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル

不登校相談

子育て相談

いじめ等相談窓口
（ONOひまわりほっとライン）

法 律 相 談

外国人生活相談

女性のための相談

女性のための医療
専門相談

面接相談は要予約

母子・父子自立相談
要予約

要予約

要予約

税 務 相 談 第2庁舎第1会議室 税金に関すること
近畿税理士会・
社支部事務局  
63-6063

子育て支援課
63-1645

北播磨総合医療センター
88-8800（内線3120）

適応教室
63-4175

月～金曜日
9：00～17：00

1月13日（水）・27日（水）
13：30～16：00

1月7日（木）・21日（木）
13：00～16：00
※受付は15：30まで

1月15日（金）
13：30～15：30

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00
火・木曜日

9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00

1月15日（金）
13：00～15：00
月～金曜日
9：00～17：00
月～土曜日

10：00～17：00
1月6日（水）
9：45～11：00

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
13：00～17：00
月～土曜日
9：00～16：00

木曜日

月～金曜日
9：00～17：00

木曜日
13：30～16：00

水曜日
13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

※小野市安全安心センターに移転するため、
1月は開催しません。

①高齢介護課（63-1060）
②社会福祉課（63-1011）

要予約住宅改造
①高齢者向け
②障がい者向け

（電話相談）　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00
（虐待通報は夜間、
休日も対応します。）

（4日の9時から）

西庁舎会議室 農地に関すること 農業委員会
63-2266要予約農 地 1月13日（水）

10：00～15：00

コミセンおの304号室 日常生活上での悩みごと知的障がい者

身体障がい者
社会福祉課障がい福祉係
63-1011

1月1７日（日）
10：00～12：00
1月２8日（木）
10：00～12：00

障がい者地域生活・
相談支援センター

特設人権

相談窓口

ー

subject

生活情報トピックス 地域安全グループ（☎63-1273）

家庭・暮らしナビ

今さら聞けない !?

子育て支援課編 Ｑ＆ＡＱ＆Ａ
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育児ファミリーサポート
センター事業（ファミサポ）
って何？

　ファミサポは、地域における育児の相互援助活
動のこと。利用には事前登録（無料）が必要です。

【利用の流れ】
「会員登録」
 　　　　

「援助依頼」
　　

「受諾連絡」
　　
　　　　　　
「援助実行」

「利用料払」

【こんなときに】
・習い事や塾などに子どもを送ってほしい。 
・保育所や放課後児童クラブに子どもを迎えに行
　き、そのまま預かっていてほしい。

■問い合わせ先　　子育て支援課（☎63-1645）

●小野防犯協会
・各種防犯対策／防犯啓発活動
・青少年の非行防止活動、健全育成活動 など

●（仮称）小野自家用自動車協会
・交通安全思想の普及／交通事故防止対策の推進
・自家用自動車の登録、検査など手続きの代行 など

　小野警察署東側に、市の安全安心の拠点施設と
して、「小野市安全安心センター」が1月12日
（火）にオープンします。
　当センターに、警察署との連携が深い、小野交
通安全協会、小野防犯協会、（仮称）小野自家用自
動車協会の業務を集約し、交通、防犯に関する業
務を一体的に実施します。
　小野警察署との連携をさらに図りながら、安全
で安心なまちづくりの実現を目指します。

【各協会の主な業務】
●小野交通安全協会
・交通安全運動の推進／交通安全啓発活動
・運転免許更新事務、記載事項変更事務 など 

「小野市安全安心センター」が開所
1月12日に業務開始

ファミサポ事務局（小野市社会福祉協
議会）で「依頼会員」登録。
※一度会員登録すると退会するまで有効。

ファミサポ事務局のアドバイザーに
電話で依頼。

アドバイザーがコーディネートした
協力会員から打ち合わせの連絡が入
ります。

依頼された援助活動を実施。

協力会員に利用料を直接支払い、活
動報告書を確認して署名･捺印。

小野市安全安心センター完成予想図

自己負担額（1時間）

※子ども１人当たり、月４０時間の利用まで助成します。

昨年10月から利用料の半額助成を始めています。

平日（月～金）
（7：00～20：00）

600円　　       

700円　　       

助成前

時間外/土・日・祝日

300円

350円

助成後

（☎63-3611）
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information

　

会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方
③
幼

　

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

　

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
教
諭
資

　

格
を
有
す
る
方
④
高
等
学
校
卒
業
者

　

等
で
あ
っ
て
、
２
年
以
上
児
童
福
祉

　

事
業
に
従
事
し
た
方
⑤
大
学
ま
た
は

　

大
学
院
で
、
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、

　

教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
も
し
く

　

は
体
育
学
を
専
修
す
る
学
科
ま
た
は

　

こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て

　

卒
業
し
た
方
⑥
放
課
後
児
童
支
援
員

　

認
定
資
格
研
修
を
修
了
し
た
方

▼
応
募
方
法　

電
話
で
子
育
て
支
援
課

　

に
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
時
に
、
面

　

接
の
日
程
を
決
め
ま
す
。
面
接
時
は
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）・
印
か
ん
を

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考
と
面
接
試
験

▼
締
め
切
り
日　

１
月
29
日
㈮　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育

　

て
支
援
課
保
育
係
（
☎　

１
６
４
５
）

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
若
い
と

き
に
公
的
年
金
に
加
入
し
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ

た
と
き
や
、
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
将
来
の
大
き
な
支
え
に
！

　

国
民
年
金
は
20
歳
〜
60
歳
の
方
が
加

入
し
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
制

度
で
す
。
国
が
運
営
す
る
た
め
、
安
定

し
て
お
り
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◆
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病

気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
遺
族

年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」

や
「
子
」）
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
？

　

学
生
や
20
代
の
方
に
は
、「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
や
「
申
請
免
除
制
度
（
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
）」
が
あ
り
ま
す
。

※

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」…

学
生
の

方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
。
申
請
に
は
、
学
生
証
の
写
し

か
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」…

学
生

で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
や
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
係　

　
（
☎　

１
０
１
６
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

年
　
金

案内

◯63

▼
職
務
内
容　

昼
間
保
護
者
の
い
な
い

　

家
庭
の
小
学
校
低
学
年
児
童
に
対
し

　

て
、
遊
び
を
通
じ
て
生
活
指
導
な
ど

　

を
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

数
人

▼
勤
務
場
所　

市
内
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
室

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
）支
援
員
募
集

子
育
て

募集

◯63

▼
勤
務
時
間　

原
則
、
下
校
時
〜
19
時

　
（
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

　

週
２
〜
４
日
程
度
）

※

「
学
校
休
業
日
」
は
、
８
時
〜
19
時
で

　

交
替
制
。「
長
期
休
業
期
間
」
は
、　

　

７
時
30
分
〜
19
時
で
交
替
制
。

▼
採
用
期
間　

４
月
１
日
〜
来
年
３
月

　

31
日
（
更
新
制
度
あ
り
）

※

臨
時
支
援
員
は
６
か
月
間
（
更
新
制

　

度
あ
り
）

▼
時
給　

　

正
規
支
援
員　

１
，
３
０
０
円

　

臨
時
支
援
員　

１
，
１
０
０
円

※

正
規
支
援
員
は
、
放
課
後
児
童
健
全

　

育
成
事
業
に
１
年
以
上
従
事
し
た
こ

　

と
が
あ
る
方
が
対
象
。

▼
資
格
要
件　

児
童
の
健
全
育
成
に
熱

　

意
が
あ
る
65
歳
未
満
の
方
（
昭
和
26

　

年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

　

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

①
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
②
社

◯63

　

ま
す
。

▼
対
象　

母
子
・
父
子
家
庭
の
方

▼
申
し
込
み
期
限　

１
月
21
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育

　

て
支
援
課
児
童
福
祉
・
少
子
化
対
策

　

係
（
☎　

１
６
４
５
）

　

慰
謝
料
・
養
育
費
請
求
な
ど
法
律
に

関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日　

２
月
５
日
㈮

▼
相
談
場
所　

加
東
健
康
福
祉
事
務
所

※

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
が
同
行
し

２
月
５
日
に
母
子
・
父
子
家
庭
の
無
料
特
別
相
談

福
　
祉

案内

142016.1

information

社
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
）

※

早
め
に
申
告
す
る
と
、
所
得
税
等
の

　

還
付
が
さ
ら
に
早
く
な
り
ま
す
。

◆
所
得
税
等
が
還
付
さ
れ
る
方
◆

　

給
与
所
得
者
で
も
次
の
方
は
、
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
等
が
、
申
告
に
よ

還
付
申
告
は
１
月
４
日
か
ら

税
　
金

案内

　

給
与
所
得
者
で
も
確
定
申
告
が
必
要

な
場
合
や
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
や
復
興
特
別

所
得
税
（
以
下
、
所
得
税
等
と
記
載
）

が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
還
付
申
告
の
受
付
◆

　

還
付
申
告
は
、
１
月
４
日
㈪
か
ら
、

◯63

は
、
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
電
子
申
告
も
可

　

能
▼
申
告
期
限　

１
月
22
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係

　
（
☎　

１
６
８
９
）

償
却
資
産
の
申
告

税
　
金

案内

　

１
月
１
日
時
点
で
、
市
内
に
お
い
て

会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
さ

れ
て
い
る
資
産
（
土
地
、
家
屋
、
自
動

車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な

る
も
の
な
ど
は
除
く
）
は
、
固
定
資
産

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
事
業
用
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

◯63

　

な
お
、
事
業
所
な
ど
の
屋
根
や
土
地

に
設
置
し
た
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
規

模
に
か
か
わ
ら
ず
償
却
資
産
の
申
告
が

必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係

　
（
☎　

１
６
８
９
）

太
陽
光
発
電
設
備
は
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
す

税
　
金

案内

　

個
人
が
自
宅
や
倉
庫
の
屋
根
に
設
置

し
た
太
陽
光
発
電
設
備
の
う
ち
、
発
電

出
力
10
㌔
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
は
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
、
所
有
者

は
毎
年
償
却
資
産
の
申
告
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◯63

り
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
医
療
費
控
除
（
病
気
な
ど
で
支
払
っ

　

た
多
額
の
医
療
費
）
の
申
告
を
さ
れ

　

る
方

②
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
借
入
金

　

に
よ
る
家
屋
の
新
築
、
購
入
、
増
改

　

築
を
行
っ
た
場
合
）
の
申
告
を
さ
れ

　

る
方

③
給
与
収
入
の
み
で
、
年
間
１
０
３
万

　

円
未
満
の
収
入
の
方
で
、
勤
務
先
で

　

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

◆
確
定
申
告
は
e

－

Ｔａｘ
で
◆

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
１
月

４
日
㈪
か
ら
平
成
27
年
分
の
所
得
税
等

の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
課
で
発
行
し
て
い
る
「
電

子
証
明
書
」
と
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
」
が
あ
れ
ば
、
申
告
書
を
デ
ー

タ
送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）

▼
e

－

Ｔａｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

○
添
付
書
類
の
提
出
・
提
示
を
省
略
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
還
付
金
を
さ
ら
に
早
く
受
け
取
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

※

市
役
所
会
場
で
の
申
告
相
談
の
日
程

　

な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
お
の
２
月
号

　

に
掲
載
し
ま
す
。（
市
役
所
会
場
で
は
、

　

来
庁
者
が
集
中
し
た
場
合
、
お
待
ち

　

い
た
だ
く
時
間
が
、
最
大
２
〜
３
時

　

間
程
度
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

社
税
務
署
（
☎
０
７
９
５

－

４
２

－

０

　

２
２
３
）

　

市
税
務
課
（
☎　

１
０
０
０
・
内
線

　

５
８
３
・
５
８
４
）

英語に挑戦！※おの英語検定テキストより
①寒い　□ol□　②明日　to□or□o□
③先週の火曜日、晴れでした。
　Last Tuesday it was (          ).
④雨降りです。　It’ｓ (          ). 

1月17日（日）13:30～16:30

おの検定チャ
レンジ

小学校漢字　　　　18級～スーパー級
中学校漢字　　 　　 6級～スーパー級
小学校計算　　　　18級～1級
中学校計算　　 　　 9級～1級
中学校英語　　　　11級～1級
スピード計算・音読　 初級・中級・上級
　　　　　 

検定部門

※各級の合格者（80点以上）には認定証を交付。

いきいき社会創造課（☎63-2445）

場　　所
図書館2階　研修室（１）

答え ①cold　②tomorrow　③sunny　④rainy
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ま
ち
・
産
業

　

種
か
ら
花
を
育
て
、
植
え
る
活
動
に

取
り
組
む
お
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
一
緒
に
色
と
香
り
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
育
苗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
◆

▼
活
動
場
所　

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
第

　

２
駐
車
場
内
育
苗
ハ
ウ
ス

▼
活
動
内
容　

播
種
・
鉢
上
げ
・
施
肥

　

な
ど
（
曜
日
当
番
制
）

▼
春
の
活
動
期
間　

２
月
下
旬
〜
５
月

　

上
旬

◆
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
◆

▼
活
動
場
所　

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
、　

　

ゆ
ぴ
か
円
形
花
壇
、
市
役
所
周
辺
、

　

万
歳
橋
交
差
点
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な

　

ど
▼
活
動
内
容　

花
壇
の
植
え
替
え

▼
春
の
活
動
期
間　

５
月
下
旬
〜
６
月

　

下
旬

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

　

ク
ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

　

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち

　

づ
く
り
課
都
市
整
備
係

　
（
☎　

２
１
８
２
・　
　

２
６
１
４
）

お
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

募集

◯63

◯63

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
花
・
ハ
ー
ブ
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

❶
２
月
９
日
㈫
❷
２
月
25
日

　

㈭
13
時
30
分
〜
15
時

▼
場
所　

広
渡
廃
寺
跡
歴
史
公
園

▼
内
容　

木
の
実
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト

　

づ
く
り

▼
定
員　

各
日
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

各
日
１
，
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ

　

ク
ス
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

　

希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち

　

づ
く
り
課
都
市
整
備
係

　
（
☎　

２
１
８
２
・　
　

２
６
１
４
）

花
・
ハ
ー
ブ
講
習
会（
２
月
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

募集

◯63

◯63

　
「
ハ
ー
ブde

い
き
い
き
健
康
生
活
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
生
活
に
役
立
つ
ハ
ー
ブ

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
第
３
回
◆

▼
日
時　

２
月
27
日
㈯
10
時
〜
12
時

▼
内
容　

ハ
ー
ブ
で
で
き
る
花
粉
症
対

　

策
（
緩
和
・
予
防
）
を
学
ぶ

▼
講
師　

前
田
薫
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｈ
Ａ

　

認
定
ハ
ー
バ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
）

▼
場
所　

コ
ミ
セ
ン
お
の　

２
０
１
号
室

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

　

メ
ー
ル
で
、
学
習
会
名
・
住
所
・
氏
名
・

　

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

後
日
、
詳
細
な
案
内
を
送
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
限　

１
月
29
日
㈮
17
時

　

ま
で
（
電
話
申
込
は
平
日
の
み
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整
備
係

　
（
☎　

２
１
８
２
・　
　

２
６
１
４
）

　
　

m
atidukuri@

city.ono.hyogo.jp

Ｅ
Ｃ
Ｏ
生
活
養
成
学
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

募集

◯63

◯63

▼
募
集
内
容　

丸
山
団
地（
丸
山
町
16

１
）２
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）
／
中
町
団
地
（
中

町
３
０
９

－

２
）１
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▼
構
造　

丸
山
団
地
中
層
耐
火
４
階
建

　

／
中
町
団
地
中
層
耐
火
５
階
建

▼
月
額
家
賃　

２
８
，
９
０
０
円
〜
５
９
，

　

５
０
０
円

※

団
地
、
部
屋
の
棟
・
号
数
、
入
居
者

　

の
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

※

共
益
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
敷
金　

月
額
家
賃
の
３
か
月
分

▼
入
居
可
能
な
収
入
基
準　

政
令
月
収

　

額
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
（
裁
量

　

階
層
の
方
は
２
１
４
，０
０
０
円
以
下
）

※

収
入
は
入
居
世
帯
合
算
で
判
定

▼
入
居
者
の
決
定　

申
込
者
が
募
集
戸

　

数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開
抽
選
。

▼
入
居
時
期　

３
月
上
旬

▼
申
込
用
紙
配
布
期
間　

１
月
14
日
㈭

　

〜
20
日
㈬

▼
配
布
場
所　

西
庁
舎
会
議
室

▼
申
し
込
み
期
限　

１
月
27
日
㈬

※

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
抽
選
予
定
日　

２
月
15
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課
総

　

務
・
住
宅
係
（
☎　

１
２
７
１
）

丸
山
団
地
・
中
町
団
地
の
入
居
者
募
集

市
営
住
宅

募集

◯63
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▼
必
要
書
類

○
臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
書

○
申
請
者
、
扶
養
親
族
の
本
人
確
認
書

　

類
の
コ
ピ
ー

○
振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

※

申
請
書
に
振
込
先
口
座
が
印
字
さ
れ

　

て
い
る
場
合
は
、
申
請
書
以
外
の
添

　

付
書
類
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課
社
会

　

福
祉
係（
☎　

１
０
０
０
内
線
６
２
１
）

臨
時
福
祉
給
付
金
は
２
月
29
日
ま
で
に
申
請
を

福
　
祉

案内

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付
が
２

月
29
日
㈪
で
終
了
し
ま
す
（
消
印
有
効
）。

申
請
が
ま
だ
の
方
は
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い

と
、
給
付
金
を
辞
退
し
た
と
み
な
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
以
降
に
申
請
さ
れ
て
も
給

付
金
を
給
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
場
所　

社
会
福
祉
課

※

窓
口
で
の
受
け
付
け
は
平
日
の
市
役

　

所
開
庁
時
間
に
限
り
ま
す
。

◯63

　

数
は
１
週
間
で
３
回
が
限
度
。
超
え

　

た
分
は
自
己
負
担
。）

▼
対
象
期
間　

平
成
27
年
３
月
か
ら
28

　

年
２
月
利
用
分
ま
で

▼
申
請
方
法　

訪
問
看
護
事
業
者
発
行

　

の
領
収
書
（
写
し
可
）、
健
康
保
険
証
、

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
添
え
て
社
会
福

　

祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

３
月
末

▼
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課
障
が

　

い
福
祉
係
（
☎　

１
０
１
１
）

在
宅
重
度
身
体
障
が
い
者
の
訪
問
看
護
療
養
費
を
助
成

福
　
祉

案内

　

福
祉
医
療
制
度
の
対
象
外
で
あ
る
訪

問
看
護
療
養
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

　

は
２
級
を
持
ち
、
通
院
が
困
難
で
訪

　

問
看
護
が
必
要
な
方
。

※

市
民
税
所
得
割
が
２
３
５
，
０
０
０

　

円
未
満
の
世
帯
。

※

介
護
保
険
制
度
、
特
定
疾
患
医
療
給

　

付
制
度
が
優
先
。

▼
助
成
額　

医
療
費
の
利
用
者
負
担
が

　

１
割
と
な
る
よ
う
に
助
成
（
利
用
回

◯63

　

認
知
症
を
含
む
脳
の
病
気
、
呼
吸
器

　

系
の
病
気
、
ガ
ン
な
ど
）
が
あ
る
方

緊
急
通
報
事
業
で
高
齢
者
の
不
安
解
消
を
図
り
ま
す

福
　
祉

案内

　

市
は
、
高
齢
者
ら
に
緊
急
通
報
装
置

を
貸
し
出
す
こ
と
で
、
緊
急
通
報
受
信

セ
ン
タ
ー
が
通
報
を
受
け
た
時
に
、
速

や
か
に
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
通
報
装
置
の
設
置
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
民
生
児
童
委
員
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

次
の
①
か
②
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
方

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者

　

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

　

世
帯
の
方
で
、
要
支
援
以
上
の
方
が

　

い
る
、
ま
た
は
、
持
病
（
心
臓
の
病
気
、

◯63

⑤救援

②
状
態
確
認

（
双
方
向
で
会
話
）

協力員緊急通報装置利用者

小野市消防本部

緊急通報装置

④状態確認

②④出場要請

①
緊
急
通
報

鴨池白鳥ウオーク鴨池白鳥ウオーク

日時1月 30日（土）
9：30～（受付9：00）　
※小雨決行

集合 来住小学校運動場

●参加料
　無料（申し込み不要）

●問い合わせ先　
　体育保健課
　（☎63-2591）

【ショートコース】
来住小学校→鴨池→
来住小学校（4㌔）
【ロングコース】
来住小学校→アザメ
峠→アンテナ山→惣
山→鴨池→来住小学
校（7㌔）

コース

②
身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
の
方

▼
費
用　

自
己
負
担
な
し
（
た
だ
し
装

　

置
を
損
傷
・
紛
失
し
た
場
合
は
実
費

　

負
担
）

▼
貸
与
装
置　

有
線
発
報
機
（
押
し
ボ

　

タ
ン
）
と
小
型
無
線
発
報
機
（
ペ
ン

　

ダ
ン
ト
）

▼
申
し
込
み
方
法　

民
生
児
童
委
員
に

　

相
談
の
う
え
、
申
請
書
類
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
に
は
、
協
力
員
３
人
の
選
出
が

　

必
要
に
な
り
ま
す
。
申
請
書
受
理
後
、

　

市
に
よ
る
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
介
護
課
長
寿

　

福
祉
係
（
☎　

１
０
６
０
）

③状態確認要請

受信センター

緊急通報事業の流れ
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い
、
著
し
い
成
果
を
収
め
た
方

（イ）
技
能
職
の
方
で
、
そ
の
技
能
を
高
め

　

る
こ
と
で
著
し
い
成
果
を
収
め
、
企

　

業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
寄
与
し
た
方

（ウ）
職
務
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

　

業
務
の
効
率
化
に
著
し
い
成
果
を
収

　

め
た
方

▼
募
集
期
間　

１
月
４
日
㈪
〜
29
日
㈮

▼
推
薦
方
法　

産
業
創
造
課
備
え
付
け
、

　

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
し
た
推
薦
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
う
え
、
産
業
創
造
課
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
創
造
課
商
工

　

振
興
係
（
☎　

１
９
２
８
）

小
野
市
商
工
業
優
良
従
業
員
の
表
彰
候
補
者
を
募
集

産
　
業

募集

　

市
内
の
商
工
業
に
属
す
る
事
業
所
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
優
良

従
業
員
を
表
彰
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
従
業
員
を
雇
用
さ
れ
て
い

る
事
業
主
の
方
は
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

①
、②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　

る
方

①
20
年
以
上
市
内
に
あ
る
同
一
事
業
所

　

に
勤
務
し
（
平
成
27
年
12
月
１
日
時

　

点
）、
そ
の
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と

　

認
め
ら
れ
る
方

②
事
業
所
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、

　

そ
の
功
績
が
表
彰
を
受
け
る
に
値
す

　

る
方
（
次
の
（ア）
か
ら
（ウ）
の
い
ず
れ
か

　

に
該
当
す
る
方
）

（ア）
産
業
技
術
の
研
究
ま
た
は
開
発
を
行

◯63

　

３
・
４
年
生
（
男
子
／
女
子
）▽
小
学

　

校
５
・
６
年
生
（
男
子
／
女
子
）

※

各
部
門
と
も
１
チ
ー
ム
８
人

▼
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

　

学
の
方

▼
参
加
料　

中
学
生
以
上
１
チ
ー
ム
５

　

０
０
円
／
小
学
生
１
チ
ー
ム
３
０
０

　

円
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

綱
引
き「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
」開
催

ス
ポ
ー
ツ

募集

　

本
格
的
な
綱
引
き
は
初
め
て
と
い
う

方
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
24
日
㈰
９
時
〜
（
受
付

　

８
時
30
分
〜
）

▼
場
所　

市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）　

　

ア
リ
ー
ナ

▼
部
門　

一
般
男
子
（
中
学
生
以
上
）▽

　
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）▽
小
学
校

▼
申
し
込
み
方
法　

市
総
合
体
育
館　

　
（
ア
ル
ゴ
）
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込

　

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

１
月
15
日
㈮
ま
で
に
体
育
保
健
課
に

　

持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

体
育

　

保
健
課

　
（
☎　

２
５
９
１
・　
　

１
８
４
２
）

◆
練
習
会
に
つ
い
て
◆

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
15
日
㈮
・
19
日
㈫
17
時

　

30
分
〜
（
２
時
間
程
度
）

▼
場
所　

小
野
小
学
校 

体
育
館

▼
参
加
料　

無
料

※

け
が
の
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、
そ

　

れ
以
外
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

◯63
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▼
申
し
込
み
期
限　

１
月
11
日
㈷

▼
申
し
込
み
方
法　

当
館
備
え
付
け
の

　

申
込
用
紙
を
窓
口
に
提
出
、
ま
た
は

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

　

番
号
と
リ
ト
モ
ス
講
習
会
参
加
希
望

　

と
記
入
の
う
え
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク

　

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
通
知　

抽
選
結
果
を
は
が
き
で

　

送
付
し
ま
す
。
１
月
15
日
㈮
ま
で
に

　

届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

　

〒
６
７
５

－
１
３
７
８　

小
野
市
王
子

　

町
９
１
７
番
地
の
１

　
（
☎　

７
０
０
０
・　
　

７
５
６
０
）

エ
ク
サ
サ
イ
ズ「
リ
ト
モ
ス
講
習
会
」の
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

募集

　
「
リ
ト
モ
ス
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
ダ
ン

ス
の
要
素
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
系
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
簡
単
な
動

き
か
ら
始
め
る
の
で
ダ
ン
ス
経
験
の
な

い
方
も
楽
し
め
ま
す
。

▼
日
時  

１
月
17
日
㈰
13
時
30
分
〜
15

　

時
▼
場
所　

市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）　

　

軽
運
動
室

▼
講
師　

二
瓶
智
子
さ
ん
（
リ
ト
モ
ス

　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▼
対
象　

満
15
歳
以
上
の
方

▼
定
員  
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
）

※

抽
選
日
１
月
12
日
㈫

▼
参
加
料　

１
，
０
０
０
円

◯62
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▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康

　

課
（
☎　

３
９
７
７
）

　　
「
子
ど
も
の
自
我
に
ど
う
対
応
す
れ

ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」「
集
団
生
活

が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
落
ち
着
き
が
な

い
」「
何
度
注
意
さ
れ
て
も
同
じ
間
違

い
を
繰
り
返
す
」
な
ど
子
育
て
の
悩
み

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た
声
か
け

や
関
わ
り
方
な
ど
を
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
子
育
て
の
コ
ツ
に
つ
い
て
分

　　

最
近
、
疲
れ
て
笑
う
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
笑
い
」
は
、「
血

行
が
よ
く
な
る
」「
免
疫
力
が
高
ま
る
」

な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
元
気
を
生
み
出
す
「
笑
い
」
の
講

座
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

３
月
１
日
㈫
13
時
30
分
〜
15

　

時
30
分
（
受
付
13
時
〜
）

▼
場
所　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師　

三
遊
亭
楽
団
治
さ
ん
（
ひ
ょ

　

う
ご
笑
い
の
会
事
務
局
長
）

▼
定
員　

80
人

▼
参
加
料　

無
料

▼
診
察
時
間　

９
時
〜
12
時

◯63

年
始
の
救
急
歯
科
診
療

　　

１月１日（祝）

１月２日（土）

１月３日（日）

天神歯科医院
（加東市天神）
☎0795-47-0901
市浦歯科
（小田町）
☎67-0733
本荘歯科医院
（加東市高岡）
☎0795-48-5552

※変更になる場合があります。事前に確認してください。

「
心
の
健
康
講
座
」受
講
生
募
集

か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
10
日
㈬
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

髙
畑
芳
美
さ
ん
（
兵
庫
教
育

　

大
学
・
就
学
前
教
育
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ

　

ム
研
究
開
発
室
特
命
助
教
授
）

▼
対
象　

お
お
む
ね
４
〜
５
歳
の
子
ど

　

も
を
持
つ
保
護
者
（
託
児
あ
り
・
対

　

象
１
歳
以
上
・
定
員
15
人
・
要
予
約
）

▼
定
員
　
40
人

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

２
月
３
日
㈬
ま
で

　

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康

　

課
（
☎　

３
９
７
７
）

◯63

子
育
て
健
康
講
座
の

受
講
生
募
集

健康課から

当 番 医日 程

　特定不妊治療（体外受精、顕微授精）や不育治療
を受けられた方の経済的な負担を軽減するため、
治療に要する費用を助成しています。詳しくは、
健康課（☎63-3977）に問い合わせください。

■対象　①～⑤のすべてに該当する方
①不育症と診断され、治療を受けていること
②法律上の夫婦のうちいずれか一方、または不育
　治療を受けている本人が1年以上継続して小野
　市に住所を有していること
③給付対象の検査、治療に対して、他の市町村か
　ら同種の助成金の給付を受けていないこと
④対象者およびその夫、世帯員全員に市税の滞納
　がないこと
⑤医療保険に加入していること

■助成額　1人1年度につき10万円を限度とし、
　1対象者で100万円を超えない範囲

■申請方法　当該治療を受けた年度内に、必要な
　書類を健康課へ提出（1年度につき1回まで）　
　してください。
※今年度の申請期限は、3月31日まで

■対象　①～④のすべてに該当する方
①該当する治療期間および申請日に小野市に住所
　を有する、法律上の婚姻をしている夫婦である
　こと
②県要綱に基づく助成を受け、かつ兵庫県以外の
　助成を受けていないこと
③国民健康保険その他の医療保険に加入している
　こと
④市税を滞納していないこと

■助成額　特定不妊治療に要した費用のうち、1
　回あたり5万円を上限に助成。
※県から受けた助成額を控除した額

■申請方法　県の決定を受けた日から起算して　
　90日以内に、申請書類を健康課へ提出してく
　ださい。

特定不妊治療費・不育症治療費の助成

◆不育治療費の助成◆

◆特定不妊治療費の助成◆



暮
ら
し
の
情
報
▼

税・年
金・保
険

福
　
祉

ま
ち
・
産
業

ス
ポ
ー
ツ

健
　
康

そ
の
他

21 2016.1

information

ル
製
の
保
温
材
な
ど
で
保
温
し
て
く
だ

さ
い
。（
給
湯
器
な
ど
の
器
具
や
露
出

し
た
配
管
か
ら
漏
水
し
て
も
水
道
料
金

の
減
免
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

蛇
口
な
ど
が
破
損
し
、
漏
水
し
た
場

合
は
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
者

の
一
覧
表
は
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

水
道
お
客
様
セ
ン

　

タ
ー
（
☎　

１
０
１
２
）

　

寒
さ
の
厳
し
い
１
〜
２
月
は
、
水
道

が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道
が

凍
結
す
る
と
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
水
道
管
の
破
損
に
よ
り
修
理
費

用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
凍
結
し
や
す
い
と
き
】

○
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に　

　

な
っ
た
と
き
。

○
旅
行
で
家
を
留
守
に
す
る
な
ど
、
長

　

期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
。

※

屋
外
の
配
管
な
ど
は
、発
泡
ス
チ
ロ
ー

◯63

水
道
水
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

水
　
道

案内

▼
縦
覧
場
所　

水
道
部
工
務
グ
ル
ー
プ

▼
縦
覧
期
間　

１
月
５
日
㈫
〜
18
日
㈪

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
８
時
45

　

分
〜
17
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
先　

水
道
部
工
務
グ　

　

ル
ー
プ
（
☎　

１
０
０
４
）

　

小
野
市
公
共
下
水
道
の
都
市
計
画
変

更
（
案
）
に
係
る
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

こ
の
案
に
対
し
て
意
見
が
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
終
了
日
ま
で
に
文
書
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
変
更
内
容　

都
市
計
画
の
一
部
区
域

　

の
変
更

◯63

都
市
計
画
変
更（
案
）の
縦
覧

水
　
道

案内

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
対
象　

現
在
、
登
録
が
な
く
、
市
発

　

平
成
28
年
度
の
入
札
等
参
加
資
格
審

査
申
請
（
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

◯63

入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付

入
　
札

案内

　

注
の
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

　

サ
ル
タ
ン
ト
等
の
入
札
・
見
積
に
参

　

加
を
希
望
さ
れ
る
法
人
・
個
人
。

▼
申
請
書
類　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
ト
ッ

　

プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
財
政
課
」、
ま
た
は

　
「
指
名
願
・
入
札
情
報
」
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
）。
ま
た
、
財
政
課
窓
口
で
も

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

※

物
品
・
役
務
の
提
供
等
は
、
随
時
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
受
け
付
け
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
15

　

日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

財
政
課
（
☎　

１
０
１
４
）

市老連だより

　昨年11月10日、県内の各市町クラブ代
表など40チーム200人が参加した第２回
健康ウオークラリー県大会が小野市であ
りました。市内を、コマ図を頼りにチェッ
クポイントを通過しながら、そろばん玉
通しなどのゲームとクイズで点数を競い
ました。優勝は「氷ノ山チーム（養父市）」
=写真。

ウオークラリー県大会が小野市で

市老連事務所（☎・　 63‐2099）
※月・水・金の 9：00～ 16：00

「広報おの」が優秀賞

　第28回近畿市町村広報紙コンクー
ル（毎日新聞社・毎日文化センター主
催）で、「広報おの」が優秀賞に選ばれ
ました。第26回の最優秀賞を含め5
年連続の入賞。審査対象の9月号
は、医療に関する記事を特集にし、
審査では、 ▽タイムリーな特集 ▽毎号
美しい色づかいのさわやかな広報紙

▽レイアウト、タイトルが練り上げら
れていて、ついつい読んでしまう魅
力ある紙面 ▽読みやすさを追求した
レイアウト、色
づかいなどよく
ここまでと感じ
るほどと評価さ
れました。

（市民サービス課）
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information

　

リ
ク
エ
ス
ト
に
お
応
え
す
る
た
め
、　

　

１
月
24
日
㈰
も
開
催
。

▼
場
所　

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ　

　

サ
ー
ク
ル
室

▼
講
師　

中
村
芳
彦
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ

　

在
住
歴
41
年
）

▼
対
象　

英
語
だ
け
で
意
思
疎
通
が
で

　

き
る
方
（
英
検
２
級
程
度
以
上
）

▼
参
加
料　

無
料
（
今
年
度
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

小
野
市
国
際
交
流

　

協
会
事
務
局

　
（
☎　

６
７
６
３
・　
　

２
４
０
０
）

　
　

 info@
oia.gr.jp

お
試
し
講
座
の
参
加
者
募
集

国
際
交
流

募集

　

海
外
に
い
る
気
分
で
英
語
力
を
さ
ら

に
磨
き
上
げ
た
い
と
い
う
方
に
お
す
す

め
で
す
。

　

１
時
間
英
語
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な

が
ら
テ
キ
ス
ト
無
し
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
都

合
の
い
い
日
に
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時  
１
月
８
日
〜
２
月
26
日
の
金
曜

　

日
（
10
時
〜
11
時
）

※

週
末
な
ら
参
加
で
き
る
と
い
う
方
の

◯62

◯62

電
気
火
災
と
地
震

消防

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
電
気
関

係
の
「
復
電
火
災
」
と
呼
ば
れ
る
火
災

が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

【
復
電
火
災
と
は…
】

　

地
震
で
、
発
電
所
な
ど
か
ら
の
送
電

が
途
絶
え
停
電
と
な
り
、
ま
た
倒
壊
し

た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
電
化
製
品

や
配
線
は
破
損
し
ま
す
。
そ
の
状
態
で

電
気
が
復
旧
し
、
一
気
に
通
電
す
る
と

破
損
し
た
部
位
が
シ
ョ
ー
ト
し
、
火
災

が
発
生
し
ま
す
。

【
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
】

　

復
電
火
災
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

こ
と
で
防
止
で
き
ま
す
。
地
震
を
感
知

し
て
自
動
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す「
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
を
設
置
し
、
電
気
火

災
か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
防
火
デ
ー

消防

　

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」。
昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、
法

隆
寺
の
金
堂
で
火
災
が
お
き
、
壁
画
を

焼
損
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
文
化
財
防
火
訓
練
を
浄
土
寺

で
行
い
ま
す
。
消
防
署
・
消
防
団
・
施

設
関
係
者
・
地
域
の
方
々
が
、
文
化
財

を
火
災
か
ら
守
る
た
め
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

▼
日
時　

１
月
24
日
㈰
８
時
〜

C
asual English

　C
onversation C

lass

防
災
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

（11月末時点）
平成27年火災統計

火災種別

建物火災

林野火災

車両火災

計

前年同時期

件数

9

1

0

3

13

20

※

雑
草
・
廃
材
な
ど
の
火
災

その他火災※

文化財の周辺では火気の取り扱いに十分注意し、
文化財を火災から守りましょう！

（　　）

感震ブレーカーの種類

必要
不要

分電盤に内蔵されたセンサー
が揺れを感知し、ブレーカー
を落として電気を遮断。

分電盤に感震機能を外付けす
るタイプで、漏電ブレーカーが
設置されていれば設置可能。

コンセントに内蔵されたセン
サーが揺れを感知し、コンセン
トから電気を遮断。

ブレーカーノブに繋いだ重りが
揺れで落下し、ブレーカーを落
として電気を遮断。

分電盤タイプ（内蔵型） 分電盤タイプ（後付型） コンセントタイプ 簡易タイプ

電気工事必要 電気工事必要 電気工事　 　　両方 電気工事不要

約5～8万円 約2～4万円 約5千～2万円 約3～4千円
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　来館中の親子の皆さんが、
火災避難訓練に参加しまし
た。訓練の後は、消防車の
見学や消火器の使い方など
を学びました。            　
　　　　　  （11月11日）

避難訓練に参加したよ！

児童館チャイコム予定表（1月）
【ふれあいタイム】月～金（11：00～11：30）遊戯室
【つどいの広場】月・金・土（10：00～15：00）集会室でまんど・チャイコム♪

「ほっと笑え場」

浄谷町2859（☎・　　63-8588）

黍田町1000-1（☎70-0261・　　70-0262）

《遊戯室》11：00～11：30
ふれあいタイム・パパサタサロン等

日 曜日
《集会室》10：00～15：00
つどいの広場・エコ工作等

（都合により変更する場合があります）

-

-

-

-

休　館　日

親子で自由あそび

にこにこ子育て相談（9:45～11:00）

お正月のあそびを楽しもう

親子で自由あそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

みんなであそぼうリズムにのって

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび

パパサタサロン「作ってあそぼう」

親子で自由あそび

掲示板に表示する作品づくり

でまんど・チャイコム♪「ほっと笑え場」
コミセンいちば（10：00～11：30）　※申込者対象

みんなで体操１・２・３

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

みんなでお祝いハッピーバースデーと
豆まき（10：30～11：30）

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ）

音楽で楽しもう（10：30～11：30）
※申込者対象

選んで遊ぼうコーナーあそび

親子で自由あそび

パパサタサロン「作ってあそぼう」

親子で自由あそび          

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

19

20
21

22

23
24

25

26

27

28
29
30
31

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木

金

土
日

月

火

水

木
金
土
日

エコ工作を楽しもう

０歳児・ほのぼのひろば（10：30～）

エコ工作を楽しもう

パネルシアターを楽しもう（10：30～）

エコ工作を楽しもう

おしゃべりタイム（10：30～）

ふれあいマッサージ（10：30～）
※申込者対象

エコ工作を楽しもう

１月生まれのお友だち集まれ！
（9：45～10：15）　

わらべうたあそびを楽しもう（10：30～）

エコ工作を楽しもう

干支石けんをプレゼント！
　1月2日（土）・3日（日）は、各日
先着500人に干支石けんをプレゼ
ントします。
　また、営業時間も1時間延長し、
23：00まで営業します。（最終受付
は22：30）

　昨年10月に脱衣室や廊下などの
リニューアルを行い、新たにス
タート致しました。お客様のご要
望に合わせ、お客様自身が自由に
ロッカーの場所を選択できる
「カード式脱衣ロッカー」を新設し、
ピカピカになった廊下とともに大
好評です。癒しの温泉＆岩盤浴の
「ゆぴか」は今年の「申年」にちなみ、
お客様が心も身体も“ウッキッ
キー”となっていただけるよう
“申”なる努力を重ねてまいります。

　　　　　　 支配人　髙坂　勝巳

明けましておめでとうございます
本年もよろしくお願い申し上げます

さら

222016.1

施設だより

西本町477（☎63-3390・　　63-3462）

対象日時 場所 定員 受講料・料金 申込期間 内容

◆お話会（1月）◆
  9日（土） 14：00～・14：40～
16日（土） 10：30～
17日（日） 15：00～
23日（土） 14：00～・14：40～
30日（土） 10：30～

◆赤ちゃんタイム（1月）◆
16日（土）

すごろくで市内一周伝説の旅

※　  は「英語でお話会」

Ｅ

Ｅ

10：00～12：00

10：00～12：00
16：00～17：00

14・28日（木）

図書館
中島町64（☎62-0456・　　62-0606） 粟生町1816‐7（☎・　　66‐7789）

　手袋人形やエプロンシアターを
見て、楽しく交流しませんか。手
作りおやつの紹介もあります。

1月19日（火）
10：00～11：30
コミセンいちば　和室
親子
50人（先着順）
無料
持ち物：水筒、おしぼり
※当館で申し込むか、申込用紙
　を電話で請求し、申し込みく
　ださい。（ファクスも可）

「創作折り紙展」開催

上本町94・小野商店街内（☎・　　63‐2126）
（播州カフェ）

　市内に伝わる伝説がすごろくに
なりました。すごろくで市内を一
周すると、各地域に昔から伝わる
お話が分かります。
　『ふるさと伝え語り』（小野市文
化連盟編）、『りゅうの物語』・『よ
しつねとコクイ』（ともに小野市教
育委員会編）と一緒に、家族で読み
聞かせも兼ねて、楽しんでくださ
い。すごろくは貸し出しでき、ま
た、ホームページからも印刷でき
ます。

短期講座生募集～兜づくり～

　出蔵さん（神戸市）が折り紙で
作った作品を展示します。

1月7日（木）～31日（日）
13：00～17：00（水曜定休）

休館日は、1日（金）～3日（日）、26日
（火）です。返却は、返却ポストをご
利用ください。

　端午の節句に向けて、兜を作り
ませんか。当館で用意した型に鍬
形や吹き返しなどの装飾をして、
オリジナルの兜に仕上げます。

①2月12日（金）13：30～16：00
②2月13日（土）9：30～12：00
※両日とも内容は同じです。
各15人
各1,000円
（市外の方は各1,500円）
1月21日（木）
※当館窓口で申し込むか、住
所・氏名・電話番号・希望日・
「短期講座兜づくり受講希
望」と記入し、ファクスで申
し込みください。送信後は、
確認の電話をしてください。

※応募者多数の場合は抽選。
また申込者が3人以下の場合
は開講しません。

「ビッグひなまつり」・
「小野藩陣屋町のひなめぐり」開催

　昨年度よりビッグになったひな
まつりを開催します。

　　　◆ビッグひなまつり◆
　館内で、古今さまざまなひな人
形など計60組・450点を豪華絢爛
に展示します。また、平日は研修
室・和室に温かい湯茶を準備。持
ち込みの食事もできます。

1月30日（土）～4月3日（日）
9：30～17：00（月曜休館）
好古館ロビー・特別展示室
大人（高校生以上）200円
小・中学生100円
※ココロンカード持参の小・中学生
　は無料

【関連イベント】
①館内カフェと陶製ひな人形の絵付
　け体験および即売会（数量限定）
2月7日（日）・14日（日）
10：00～15：00

②和菓子付き抹茶の提供
2月20日（土）・21日（日）
10：00～15：00
200円

　◆小野藩陣屋町のひなめぐり◆
　小野藩陣屋町の歴史的風情を体
感しながら、小野商店街の16店舗
に飾られたひな人形が鑑賞できま
す。「ひなめぐりマップ」は好古館
や商店街内「おの夢館」にあります。

1月30日（土）～3月6日（日）
10：00～17：00（水曜定休・臨
時休業あり）

【関連イベント】
商店街に設置されたキーワードを
すべて集めた方にストラップが当
たる、キーワードラリーを開催。
2月9日（火）～14日（日）
※申し込み不要、参加料無料

直
径
15
セ
ン
チ
程
度
の
大
き
さ

広岡恵三・ヴォーリズ満喜子
ゆかりの地・小野

　「ビッグひなまつり」開催期間中
に、広岡恵三・ヴォーリズ満喜子
の関係資料を展示します。

●広岡恵三…NHK・朝の連続ドラ
マ「あさが来た」の主人公あさのモ
デルとなった広岡浅子の娘婿で、
小野藩最後の藩主・一柳末徳の次男。
●ヴォーリズ満喜子…恵三の妹で、
米国出身の建築家W・M・ヴォーリ
ズと結婚。



指定管理者　NPO法人 北播磨市民活動支援センター
中島町72番地（☎62-5080・　62-2400）

10th Anniversary

1月の休館日 26日（火）
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1月 31日（日）11：00開演

3月 4日（金）18：00～ディナー

2月 7日（日）　①10：30～
                　　  ②13：30～ ※1時間程度

◆出 演　BLENDY（山田直毅・羽生知央）ほか
◆場 所　市民交流ホール
◆料 金　5,500円 ※全席指定
　　　　 （友の会5,300円）
　　　　　※魚メーンのカジュアルコース・ワンドリンク付
◆発 売　1月16日（土）（友の会1月9日（土））

◆場 所　エクラホール

　市内をはじめ北播磨の中学・高校・大学・社会人16
団体が参加する吹奏楽の祭典。

◆講 師　宮本博文さん（スタジオ栄光社）

◆定 員　各回30人 

エクラホール「バックステージツアー」

エクラホールボランティア「ちょこっと裏方体験」

あなたのフォトライフを変えるステップアップセミナー

2月 27日（土）　13：30～　※2時間程度
◆定 員　20人

2月 13・20・27日
　　　　　　  いずれも土曜日 13：30～ 15：30

無料

無料
●〇男女共同参画センター〇●

好評
発売中

　再就職への第1歩を踏み出す女性のための応援
講座です。

　1日限定コラボ企画。頑張っている自分
にご褒美をあげませんか。

ここが知りたい！再就職のためのあれこれ

①求人票を読み解き、自分の適職をみつけよう

②過去のたな卸しから未来の自分をみつけよう

大阪音楽大学吹奏楽団コンサート1/10

1/17

14：00開演

15：30開演

10：00～15：30

（日）

（日）

1/23
（土）

エクラ雑貨市

ばんばひろふみコンサート

その他のイベント

2月    8日（月）10：30～ 12：30

2月 15日（月）10：30～ 12：30

2月    7日（日）10：00～ 12：00

2月 20日（土）13：30～ 16：00

あきらめないで思春期の子どもとの関わり
～専門員から聞く思春期のあるある～

男の悩みホットライン相談現場からの報告
～仕事・家庭・生き方～

19：00開演

ディナーコンサート
～きらめきのシャンソン～

エクラ10周年記念

エクラ吹奏楽祭

市民活動活性化講座

詳細は事務局まで問い合わせください。

エクラ×ホテル ラ・スイート神戸ハーバーランド
スイーツビュッフェ

2月 28日（日）

■年始の休館日■ 1月1日（祝）・2日（土）

申し込み・問い合わせは☎62-6765 まで

◆場 所　市民交流ホール
◆料 金　2,900 円（小学生以下 1,500 円）

①13：00～ 14：30
②15：30～ 17：00

※前売りのみ

王子町806-1（☎63-1020・　  63-1138）

242016.1

施設だより

日時 場所 定員 受講料・料金 申込期間 内容対象

王子町806-1（☎63-1020・　　63-1138）

小野シネマナビ開催

　小野商店街で開催する「小野陣屋
まつり」に出店・出演しませんか。
コミセンおのに備え付けの申込用紙
で1月31日（日）までに申し込みくだ
さい。

◆出店者◆
3月5日（土）11：00～16：00・ 
6日（日）10：00～16：00
小野市料飲組合加盟店または北
播磨地域の市民団体で、区長ま
たは地域づくり協議会から推薦
され、原則、両日出店できる団
体

◆舞台出演者◆
3月6日（日）10：00～15：00
音楽演奏、歌、ダンス、演舞な
どを披露する5人以上の団体

小野陣屋まつり  出店・出演者募集

羽織・袴などを集めています

市民ギャラリー展示案内

▶「羽ばたく日に寄せて」
　（紫光会）
　【書作品・約20点】
　1月5日（火）～16日（土）

▶「食卓を彩る器展」
　（サークル陶）
　【陶芸作品・約80点】
　1月18日（月）～30日（土）

　小野地区地域づくり協議会では、
小野陣屋まつりでの大名行列のため
の衣装を募集しています。
　ご自宅で眠っていて、着る予定の
ない羽織・袴・着物・角帯があれ
ば、コミセンおのへ提供してくださ
い。男性用・女性用は問いません。

大名行列　参加者募集
～あなたも武士になってみませんか～

　小野陣屋まつりで実施する大名行
列の武士（大名1人、家老1人、普通
武士2人）を募集しています。武士
になって、小野商店街を練り歩きま
せんか？

3月6日（日）11：30～14：00
※着替えは10：00～。コミセン
　おので集合・解散。
20歳以上の方
2月12日（金）
※申し込みはコミセンおのへ

「関西フィルハーモニー管弦楽団
コンサート」前売券販売中

1月16日（土）
①10：00  ②13：00  ③15：30
市民会館大ホール
当日券800円
※小野シネマゴールドカード提示の方は
　500円

【上映作品】「あん」
【監督】河瀨直美
【出演】樹木希林、永瀬正敏、
　　　  内田伽羅、市原悦子 ほか

ⓒ映画『あん』製作委員会／COMME DES CINEMAS／
TWENTY TWENTY VISION／MAM／ZDF-ARTE

　市民と関西フィルハーモニー管弦
楽団のコラボレーションをお楽しみ
ください。

2月14日（日）15：00～
市民会館大ホール
一般2,000円、大学生1,000
円、小・中・高校生500円
※全席自由、当日券各500円増
※前売券は市民会館、好古館、
　図書館、各コミセンで販売
【プログラム】
第1部：関西フィルと一緒に演
奏しよう吹奏楽団との共演（行
進曲「K点を越えて」ほか）／
関西フィルと一緒に歌おう合唱
団・児童合唱団との共演（「未
来に向かって」）
第2部：偉大なる“ヒロイズム”
藤岡幸夫 感動の「英雄」！
【一時保育】
1歳～就学前対象・先着15人・
1月29日（金）までに申し込みく
ださい。

【あらすじ】
　縁あって、どら焼き屋「どら
春」の雇われ店長として単調な
日々をこなしていた千太郎（永
瀬正敏）。ある日、「どら春」の
求人募集の張り紙を見て、そこ
で働くことを懇願する1人の老
女・徳江（樹木希林）が現れ、ど
ら焼きの粒あんづくりを任せて
みることに。徳江の作った粒あ
んはあまりにも美味しく、みる
みるうちに店は大繁盛。しか
し、心無いうわさが、彼らの運
命を大きく変えていく…。
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テ
ー
マ
は
「
新
年
に
読
み
た
い
本
」

こ
の
時
期
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
図
書
館
職
員
が
選
び
ま
し
た
。

　

日
本
古
来
の
知
恵
で
運
気
を
上
昇
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

　

箱
根
駅
伝
が
舞
台
の
物
語
。
絆
・
戦

略
・
人
生
・
仲
間
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
堪
能
で
き
ま
す
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
詩
と
カ
ラ
フ
ル
な
切
り

絵
で
お
正
月
を
紹
介
す
る
絵
本
。

　
給
食
で
は
鶏
肉
の
代
わ
り
に
エ
ビ
を
入
れ
た
り
、キ
ノ
コ
や
キ
ャ
ベ
ツ
、

白
菜
、
カ
ブ
と
い
っ
た
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
り
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
無

限
大
で
す
。
お
好
き
な
食
材
で
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
材
料
（
４
人
分
）

　
鶏
む
ね
肉…

…
…
…

１
０
０
㌘

　
玉
ネ
ギ…

…
…
…
…
…

中
１
個

　
ニ
ン
ジ
ン…

…
…
…
…

小
１
本

　
枝
豆
（
実
・
冷
凍
）…

…

50
㌘

　
マ
カ
ロ
ニ…

…
…
…
…
…
…

30
㌘

　
シ
チ
ュ
ー
ミ
ッ
ク
ス…

…

50
㌘

　
ス
キ
ム
ミ
ル
ク…

大
さ
じ
２
・
1/2

　
白
ワ
イ
ン…

…
…
…

小
さ
じ
１

　
水…

…
…
…
…
…
…

３
カ
ッ
プ

　
塩
・
コ
シ
ョ
ウ…

…
…
…

少
々

　
サ
ラ
ダ
油…

…
…
…
…
…

適
量

　

○
作
り
方

❶
鶏
む
ね
肉
は
一
口
大
、　
玉
ネ
ギ
・
ニ
ン
ジ
ン
は
短
冊
切
り
に
。
枝
豆

　
は
解
凍
し
て
お
く
。
マ
カ
ロ
ニ
は
袋
の
表
示
時
間
よ
り
短
め
に
茹
で

　
て
お
く
。

❷
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
敷
き
、
鶏
肉
・
ニ
ン
ジ
ン
・
玉
ネ
ギ
の
順
に
炒
め

　
て
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
を
す
る
。
水
を
加
え
て
あ
く
を
と
る
。

❸
シ
チ
ュ
ー
ミ
ッ
ク
ス
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
入
れ
て
じ
っ
く
り
煮
込
む
。

❹
マ
カ
ロ
ニ
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
入
れ
、
枝
豆
・
ワ
イ
ン
を
加
え
て
仕
上

　
げ
る
。

マカロニの下茹では固す
ぎるくらいでＯＫ！　後で
煮込みながら仕上げます。

　

神
様
の
御
用
を
聞
い
て
ま
わ
る
御
用

人
に
任
命
さ
れ
た
ら
、
あ
な
た
な
ら
ど

う
し
ま
す
か
？

エネルギー　188kcal（1人分）

www.city.ono.hyogo.jp/~kyusyoku/ほかのメニューも紹介

ワンポイント

『
福
を
呼
び
込
む 

和
の
な
ら
わ
し
』

広
田
千
悦
子 

著
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

『
神
様
の
御
用
人
』

浅
葉
な
つ 

著
（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
文
庫
）

『
風
が
強
く
吹
い
て
い
る
』

               

三
浦
し
を
ん 

著
（
新
潮
社
）

『
お
し
ょ
う
が
つ
さ
ん
』

谷
川
俊
太
郎 

文
・
大
橋
歩 

絵
（
福
音

館
書
店
）

27 2016.1

「
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
」

元朝日新聞記者。2010年から小野市学
術政策員。子どものころ、一時期「サ
ル」というあだ名をつけられた。その縁
か大学の卒論のテーマは豊臣秀吉。しか
し、秀吉のように天下は取れなかった。

追録

♦
猿
田
彦
の
祭
と
神
社
♦

　
猿
に
ち
な
む
話
で
一
番
古
い
の
は
、
神

話
の
猿
田
彦
（
サ
ル
タ
ヒ
コ
）
だ
ろ
う
か
。

天
孫
降
臨
の
際
、
分
岐
路
に
い
て
道
案
内

を
し
た
。
鼻
が
長
く
、
顔
（
目
）
が
赤
い

風
貌
か
ら
の
ち
の
天
狗
と
混
同
さ
れ
て
い

く
。
道
案
内
の
神
と
い
う
役
柄
、
神
社
の

祭
礼
で
神
輿
渡
御
の
先
導
役
に
も
な
る
。

　
久
保
木
町
の
住
吉
神
社
の
祭
礼
で
は

天
狗
の
面
を
か
ぶ
っ
た
猿
田
彦
役
の
人
が
、

神
輿
、
獅
子
舞
を
先
導
し
て
歩
く
。
小
田

上
町
の
垣
田
神
社
の
秋
祭
で
は
、
神
輿
の

行
列
の
先
頭
に
立
つ
人
が
御
幣
を
つ
け
た

棒
の
先
に
天
狗
の
面
を
掲
げ
て
先
導
す

る
。
享
和
３
（
１
８
０
３
）
年
の
「
遷
幸

行
列
次
第
」
に
「
道
祖
神
」
と
記
さ
れ
た

の
が
相
当
す
る
。
猿
田
彦
が
道
案
内
の
神

な
の
で
、
道
端
で
厄
災
を
防
ぐ
道
祖
神
と

混
交
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　
ず
ば
り
猿
田
彦
神
社
が
垂
井
町
の
住

吉
神
社
に
あ
る
。
神
社
と
言
っ
て
も
本
殿

の
脇
に
あ
る
小
さ
な
祠
だ
。
い
つ
ご
ろ
ど

う
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
由

来
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。「
市
場
村
誌
」

に
載
る
古
い
境
内
図
に
よ
る
と
、
そ
こ
は

も
と
も
と
「
庚
申
堂
」（
後
述
）
が
あ
っ

た
場
所
で
、
そ
の
縁
で
祀
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

♦
日
吉
山
王
と
秀
吉
と
庚
申
信
仰
♦

　
加
東
市
厚
利
に
あ
る
山
王
神
社
に
か

か
わ
る
伝
承
と
し
て
、
山
王
神
社
の
使
い

で
あ
る
猿
が
通
っ
た
の
で
、
池
田
町
の
一

部
と
曽
根
町
が
氏
子
に
な
っ
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
各
地
の
山
王
社
・
日
吉

社
は
近
江
・
坂
本
（
滋
賀
県
大
津
市
）
の

名
社
、
日
吉
大
社
が
本
社
で
、
比
叡
山
の

神
様
。
そ
の
神
使
が
猿
だ
っ
た
。
日
吉
町

に
日
吉
神
社
が
あ
る
が
、
由
来
は
不
明
。

寛
政
11
年
と
刻
し
た
石
灯
籠
が
あ
る
か

ら
、
江
戸
時
代
に
は
祀
ら
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
。

　
日
吉
と
く
れ
ば
日
吉
丸
。
そ
う
、「
太

閤
渡
し
」
な
ど
で
小
野
と
も
縁
の
深
い
豊

臣
秀
吉
の
幼
名
だ
。
秀
吉
は
の
ち
に
天
文

５
年
の
申
年
の
生
ま
れ
で
、母
が
日
輪（
太

陽
）
受
胎
し
て
誕
生
し
た
と
の
伝
説
を
創

作
し
た
。
日
吉
山
王
権
現
と
結
び
つ
け
、

自
ら
を
神
格
化
す
る
ね
ら
い
だ
っ
た
。
顔

や
動
作
が
猿
に
似
て
い
た
の
は
本
当
の
よ

う
だ
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
全
国
的
に
庚
申

信
仰
が
盛
ん
に
な
る
。
こ
れ
は
庚
申
の
日

の
夜
に
人
間
の
体
内
に
住
む
虫
が
天
帝

に
悪
事
を
告
げ
る
の
で
、
こ
の
夜
は
眠
ら

ず
お
ま
つ
り
す
る
と
い
う
も
の
。
各
地
に

庚
申
塔
、
庚
申
堂
が
建
て
ら
れ
、
青
面
金

剛
と
「
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
」

の
三
猿
像
が
祀
ら
れ
た
。

　
下
来
住
町
に
あ
る
常
光
寺
の
観
音
堂

に
は
、
そ
の
青
面
金
剛
と
三
猿
の
像
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
ふ
だ
ん
は
扉
に
鍵
が
か
け

ら
れ
て
い
る
が
、
毎
月
21
日
、
扉
を
開
け
、

お
供
え
を
し
て
お
ま
つ
り
す
る
そ
う
だ
。

　
人
気
絶
好
調
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
あ

さ
が
来
た
」
の
主
人
公
、
広
岡
浅
子
の
娘

婿
、
恵
三
の
妹
が
一
柳
満
喜
子
な
の
は
皆

さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
。
小
野
藩
最
後
の
殿

様
の
姫
と
し
て
明
治
17
（
１
８
８
４
）
年

の
申
年
に
生
ま
れ
た
。
浅
子
の
応
援
で
米

国
出
身
の
建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
結
婚

す
る
が
、
さ
て
彼
女
、
彼
ら
は
今
年
、
ド

ラ
マ
に
登
場
す
る
の
か
ど
う
か
。

小
野
に
も
猿
田
彦
や
三
猿
が
い
た
？

     

申
年
に
ち
な
む
話
あ
れ
こ
れ

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
１
月
号
は
干
支
に
ち
な

む
小
野
の
歴
史
・
民
俗
を
紹
介
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
は

未
（
羊・山
羊
）
に
か
か
わ
る
話
は
皆
無
で
中
断
。
今
年
の
申
（
猿
）

も
い
い
ネ
タ
が
見
つ
か
ら
ず
、
こ
の
題
か
ら
去
る
べ
き
か
と
思
案

し
て
い
た
。
そ
こ
へ
い
つ
も
頼
り
に
し
て
い
る
好
古
館
の
粕
谷
修

一
学
芸
員
か
ら
い
く
つ
か
ネ
タ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
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か
の
え
さ
る

こ
う
し
ん
ど
う

こ
う
し
ん

ご  

へ
い

ほ
こ
ら

（左）住吉神社境内に祀られている猿田彦神社＝垂井町
（右）下来住町・常光寺のお堂に安置されている青面金
　　剛像（中央）と三猿像（手前）＝好古館提供



さまざまなニュースや
おもしろ写真などお待ちしています。
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好古館
～12/20

　好古館で特別展「江戸時代の産
業経済の発達～小野市市場地区
～」がありました。展示されている古
い絵には、市場地区（太郎太夫村）の
船着き場の様子などが描かれてい
ました。また、地元の豪商、近藤家が
小野の殿様から拝領したと言われる
亀の形をした菓子器などの面白い
展示物もありました。
（下東条小学校区　藤原登代子さん）

小田町 おだの里で
青春の歌声喫茶11/25

　「元気・生きがいステーションおだ
の里」で、「青春の歌声喫茶」があり
ました。60～70代の男女、約30人
が参加し、ギターとオカリナの生演
奏で、昭和時代の流行歌や童歌など
を合唱。参加者は「ストレス解消にい
い」「背筋が伸びて姿勢がよくなっ
た」と話していました。
（下東条小学校区　藤原登代子さん）

市場小
11/15

　小学校区ごとに、毎年順番で行わ
れている地域教育防災訓練があり
ました。サイレンの合図で、それぞ
れの自治会から小学校まで避難経
路を確認しながら徒歩で集合。救助
活動の見学や、土のう作り、簡易担
架作りなどを体験しました。参加者
は、「やったことがあるのとないのと
では、全然違う。勉強になった」と感
想を口にしていました。
    （市場小学校区　赤井明美さん）

白百合保
11/28

　白百合保育園で保育参観があり
ました。今年は園児たちが手作りし
たお祭りです。各組ごとに神輿をか
つぎ「ワッショイ、ワッショイ‼」と元
気なかけ声が園庭に響きました。金
魚すくいやリンゴあめ、たこ焼きな
ど園児たちが手作りした屋台で遊
んだり、綿菓子やポップコーン、焼き
そばを食べたりして、園児も保護者
も楽しい参観日でした。
           （小野小学校区　A.Oさん）

来住小
11/18

　毎年恒例となり子どもたちが楽し
みにしていた収穫祭がありました。
1・2・5・6年生は、高学年が育て収穫
した新米を使ったおにぎりと豚汁を
作り、3・4年生は「ぷらっときすみの」
の指導のもと、そば打ち体験をしま
した。友達や先生、保護者みんなで
いただいた昼食は、おいしく心が温
かくなるご馳走でした。
         （来住小学校区　M.Oさん）

来住小
11/28

　来住小学校でマラソン大会が行
われました。11月に入ってから、一
人一人が目標を定め、朝のかけ足訓
練に励みました。児童と一緒に走る
保護者や中学生。沿道で声をかける
地域の方々。きすみのの自然も応援
してくれていたような良い天気でし
た。完走したあとの子どもたちの
清々しい表情がとても印象的でし
た。
         （来住小学校区　M.Oさん）

▼

クモの芸術作品
　“クモ”は苦手な方も多いですが、農業害虫やゴキブリなど不快な虫を食べてくれる“益虫”。クモの
糸は1本に見えますが、実は2本の糸でできているのが普通です。顔にひっかかるとイヤ～なもので
すが、水滴がつくと、こんな芸術作品に。                                          （来住小学校区　K.Tさん）

保育園はお祭り会場自然の中を走りきったよ高瀬舟で栄えた町

備えあれば
憂いなしこころあったか収穫祭

【訂正】 12月号で紹介した「秋の叙勲」を受章された市橋敬典さんの住所は「本町一丁目」でした。

まちの特派員による取材記事などを紹介
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河合小
11/12

市場小
10/31

コミセンおの
11/1

大部地区
10/31・11/1

のど自慢大会審査結果 （敬称略）

　市場地区のシニアグループ「いち
ば自然環境保全隊」が、「メダカのコ
タロー劇団」による環境アニメ紙芝
居を主催し、体育館に約150人が集
まりました。目の前で繰り広げられ
る声優さんたちの大迫力の歌や踊
りは子どもも大人も圧倒される感
動的なものでした。外来生物から自
然を守る大切さも学び、貴重な体験
ができたと思います。
          （市場小学校区　M.Fさん）

　2年生と粟生・中央・亀鶴保育所の
年長児との交流会があり、児童と園
児がペアになって、いろんな遊びを
楽しみました。遊びを教える児童と、
遊びを楽しむ園児たちの声で、教室
は活気づいていました。この日は2
年生の収穫祭もあり、豚汁とさつま
いもスティックを一緒に食べ、心も
体もぽっかぽかになりました。
              （河合小学校区　Sさん）

　コミセンおおべで「ふれあいのつ
どい」が開催されました。オープニン
グに、大部地区の3つの保育園児が
鼓笛演奏を行い、各町や団体の模
擬店や子供広場には、たくさんの行
列ができていました。コミセン内の
ホールでは、日ごろの成果を披露す
るサークルの発表や、子どもたちの
作品が展示され、大部地区の活気と
絆を感じられるイベントでした。
           （大部小学校区　S.Mさん）

　「第1回おのっこ産クッキングコン
テスト」がありました。小・中学生が
考えた「玉ネギを使った朝食レシピ」
計436点から選出された12点がコ
ンテストに出場。大賞は、河合勇輝く
ん（河合小6年）のお母さんのため
の鉄分たっぷりレシピ「玉ネギとひじ
きのツナサラダ」でした。試食では、
「野菜嫌いな子が食べとる！」と驚き
の声もありました。
           （来住小学校区　K.Tさん）

実りの秋
笑顔いっぱい

工夫いっぱいの
玉ネギレシピ

活気と絆を感じた
「ふれあいのつどい」

アニメ紙芝居で
自然環境の大切さを

4,500人が駆け抜ける
　「第2回小野ハーフマラソン」を、昨年12月6日、う
るおい交流館エクラ周辺を発着点とするコースで開
催しました。沿道で、園児や児童らが送る声援に応え
ながら、選手はゴールを目指して走りました。

■ハーフ
　一般男子　藤江亮介（たつの市）1時間09分15秒
　一般女子　松岡友美（三 木 市）1時間19分39秒
■3㌔
　一般男子　池田拓海（姫 路 市）  9分57秒
　一般女子　恒藤真実（姫 路 市）11分22秒
　中 学 生　福田涼太（稲 美 町）  9分40秒
　小 学 生　岩崎勇斗（明 石 市）10分07秒
■1.5㌔
　小 学 生　岩崎竜馬（明 石 市）  5分40秒

【結果】（1位のみ・敬称略）
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アイドル
平成26年中に生まれられたお子
さんを紹介しています。

　「わが家のアイドル」コーナーに今年４月から１年間を通し
て紹介するお子さんを募集します。

　　　　　はがきにお子さんの住所・氏名（ふりがな）・性
別・生年月日・保護者氏名・電話番号を記入のうえ、ご応
募ください（お子さん1人につき、はがき1枚）。
※応募時は、お子さんの写真は必要ありません。

　

対 象　

掲載人数

　　　　平成27年１月１日～12月31日に生まれられた市内
在住のお子さん

　　　　　　約90人（各月7人程度）
※応募者多数の場合は抽選。結果は後日郵送します。

応募方法　

　　　　　　　　　　〒675-1380　小野市王子町806番地
の1　市民サービス課（☎ 63-1013）

応募・問い合わせ先　

締め切り
2月5日（金）

平成28年度 「わが家のアイドル」募集平成28年度 「わが家のアイドル」募集平成28年度 「わが家のアイドル」募集

王子町
1歳4か月

　合六 凌ちゃん
いつも楽しいよ。ありがとう。

          （姉 葵ちゃん、兄 柊くん）

ごう  ろく    りょう

あおい しゅう

高田町
1歳4か月

　小林 叶大ちゃん
い～っぱい一緒に遊ぼうね
だぁいすき♡
              （兄 陽翔くん、侑くん）

こ  ばやし       かなた

はると ゆう

黒川町
1歳4か月

　小林 桃花ちゃん
いつまでも、心優しい
ももちゃんでいてね♪
       （父 裕也さん、母 咲子さん）

こ  ばやし    もも   か

久保木町
1歳4か月

　長谷川 颯大ちゃん
そうちゃん大好き♡
いっぱい遊ぼうね！！
           （兄 優樹くん、楓真くん）

は    せ   がわ     そう   た

ゆう き ふう ま

中町
1歳3か月　市橋 杏莉ちゃん

笑顔で周りに元気を与えられる
女の子になってね
                         （父 拓也さん）

いち  はし     あん   り

たく や

神明町
1歳3か月

　大西 菜陽ちゃん
なおちゃん大好き♡
いっぱい遊ぼうね！
          　　　　  （姉 紗帆ちゃん）

おお  にし    　な　  お

さ ほ

敷地町
1歳3か月

　木原 颯祐ちゃん
強く優しくかっこいい男の子に
なぁれ☆
     （父 建三さん、母 美鈴さん）

き   はら      そう すけ

大島町
1歳3か月

　畑井 翔太ちゃん
元気いっぱいたくましく
育ってね！
   （父 聡介さん、母 加奈子さん）

はた  い       しょう  た

黒川町
1歳3か月

　藤原 花帆ちゃん
これからも元気におっきく
なってね♡
   （父 久典さん、母 由貴子さん）

ふじ わら        か    ほ

神明町
1歳3か月

　清水 奏斗ちゃん
これからも3兄弟仲良くしよね
       
           （兄 楓生くん、颯樹くん）

し  みず       かな    と

ふ  う さつ き

紹介でつなぐ

あの人 この人
Relation

学校・園だより

№10　小東和裕さん
　　　　（たね・つち・ひと未来研究所代表・46歳）

　平日はサラリーマン、週末はファーマーとして
活動しています。野菜作りを始めたのは7年前。
父親が作っていた野菜がおいしかったこと、子ど
もが生まれて食べ物に興味が出てきたことがきっ
かけで、野菜作りを学ぶ学校へ1年間通いました。
そして、何代にもわたって受け継がれてきた「在
来種」「固定種」とよばれる野菜に出会いました。
　自分の畑には「百菜畑」という名前を付けていま
す。年間100種類の野菜を作りたい、100歳ま

で続けたい、100年後もたくさんの人が野菜作り
を楽しんでほしい、という思いを込めています。
今は、60～70種類ほど野菜を育て、そのうちの
20～30種から種を採っています。その種を「種
の交換会」や「シェアシード」（渡した種を育てて
もらい、また種がとれたらその種を返してもらう
取り組み）という活動を通して、在来種・固定種
を育ててくれる人を増やしていこうと活動してい
ます。何百年とその命が続いてきた、生命力の強
い在来種の野菜を子どもたちにも食べてほしいと
思っています。

　　

 こ   ひがし かず  ひろ

　前月に紹介した藤田聖子さ
んとは、共通の知人を通して
知り合いましたが、たまたま
同じ大学の同じクラブに所属
していたことが判明しました。

河合小学校

化石の重さにビックリ
　11月10日、河合小学校に県立人と自然の博物館

（三田市）から「ひとはくキャラバン」がやってきまし

た。体育館に、丹波竜の化石やトリケラトプスの頭部

の化石そっくりのレプリカが展示されるなどしまし

た。児童は、トリケラトプスと人間、カエルの骨の構

造を比べ、似ているところや違うところなどを観察

しました。

　また、加古川で採れたチャートと呼ばれる石を

ルーペで観察し、放散虫（プランクトン）の化石を確認しました。事前

に研究員が校内で採取した石から約2億1000万年ほど前の放散虫の

化石が発見されたことも教えてもらい、「普通の石の中に化石が入って

いたのでびっくりした」と児童らは感心していました。

　今回の授業は、小中一貫教育で推進している理数探究科の特別授業

のひとつとして実施されたものです。
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平日（8：45～17：15）、健康課窓口で行います。妊婦健康診査費助成券（上限86,000円分）をお渡しします。
【持ち物】①妊娠届出書または妊娠連絡票②印かん③マイナンバーの通知書または個人番号カード④本人確認ができる物（運転免許証など）

母子健康手帳交付

平成27年9月生まれの乳児
1月25日（月）13：00～14：30 [保健センター]

平成26年6月生まれの幼児
1月18日（月）13：00～14：30 ［保健センター］
平成26年7月生まれの幼児
2月  1日（月）13：00～14：30 ［保健センター］

3 歳 児 健 診 平成24年11月生まれの幼児
1月12日（火）13：00～14：30 ［保健センター］
平成24年12月生まれの幼児
2月  9日（火）13：00～14：30 ［保健センター］

4か月児健診

1歳6か月児健診

平成27年6月生まれの乳児
1月21日（木）10：00～11：15※ [保健センター]　

7か月児教室

平成26年1月生まれの幼児　
1月26日（火）  9：30～11：00※ ［保健センター］　

2 歳児教室

※教室には、開始時刻までにお越しください。　
◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳を持参ください。

出産予定日が平成28年3～5月の妊婦と夫
1月15日（金）  9：30～11：30※ ［保健センター］　

未来のパパママ教室
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アルコール問題相談
HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談※

思春期・ひきこもり相談　　　　　　　　　　　　 
専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　

☎0795-42-5111㈹　2月9日（火）13：00～
☎0795-42-9436　　1月7日（木）・21日（木）、2月4日（木）13：30～14：20※匿名可
☎0795-42-5111㈹　1月14日（木）13：00～
☎0795-42-9365　　1月8日（金）、2月5日（金）13：30～15：00　
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課 健康診査・教室など（健康課 ☎63-3977）

各種相談【予約制】加東健康福祉事務所
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「北播磨県民いきいき情報」
（http://kitaharima-ikiiki.com/kyukyuiryo/index.html）
をご覧いただくか、消防署（☎63-0119）へ問い合わせください。

北播磨小児救急輪番について

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォンサービ
ス（☎63-7119）または、消防署（☎63-0119）で確認してください。

小児（15歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせたうえ受診して
ください。！

※総合医療センター：北播磨総合医療センター

休日救急当番医/平日時間外内科系救急当番医 18：00～21：00（日曜・祝日は9：00～18：00）診療時間
最新情報はhttp://www.onokato-med.or.jp/

小島クリニック
王子町
☎64-2727

兵庫あおの病院
市場町
☎62-5533

曽野医院
加東市東古瀬
☎0795-42-6299

清水内科クリニック
敷地町
☎62-1005

吉川医院
加東市社
☎0795-42-0105

篠原医院
粟生町
☎65-2810

依藤診療所
本町
☎63-0028

神 医院
加東市森
☎0795-47-0144

岡村医院
敷地町
☎62-4300

土井病院
復井町
☎66-2119

柏木医院
船木町
☎67-0199

ふるもとクリニック
加東市社
☎0795-40-0202

桂 医院
加東市大門
☎0795-43-0252

井岡医院
菅田町
☎67-2367

土井病院
復井町
☎66-2119

嬉野診療所
加東市山国
☎0795-42-8477

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

松尾内科
黒川町
☎64-0880

内
科

外
科
山形整形外科
加東市上中
☎0795-42-3215

兵庫あおの病院
市場町　☎62-5533

内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

育が丘クリニック
樫山町　☎62-8112

内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

青山医院
加東市吉井
☎0795-46-0321

内
科

外
科
北野整形外科・外科
黒川町　☎63-1080

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

内
科

外
科
松原メイフラワー病院
加東市藤田
☎0795-42-8851

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

内
科

外
科
育が丘クリニック
樫山町　☎62-8112

加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

内
科

外
科
加東市民病院
加東市家原
☎0795-42-5511

緑駿病院
匠台　☎63-5577

内
科

外
科
兵庫あおの病院
市場町　☎62-5533

兵庫あおの病院
市場町　☎62-5533

つぼた小児科医院
西本町
☎62-2752

まつい子どもクリニック
敷地町
☎63-7366

山口内科医院
本町
☎64-0202

平井小児科・
アレルギー科医院
黒川町
☎63-2228

まえだクリニック
大島町
☎64-0771

東条診療所
加東市新定
☎0795-46-0048

福岡クリニック
神明町
☎63-1600

井上医院
加東市沢部
☎0795-42-1190

やすらぎの森
診療所
加東市新定
☎0795-40-8100

内
科

外
科

依藤診療所
本町　☎63-0028

育が丘クリニック
樫山町　☎62-8112

Feb


